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概要

L1立坑

F３立坑
V２立坑

F５立坑

α・β断層深部
ボーリング調査

F5断層荒浜側防潮堤付近
ボーリング調査

敷地内の追加調査位置図

敷地に分布する断層が，将来活動する可能性のある断層等に該当するか否かについて検討す
るため，適合性審査における議論を踏まえ，新たに下記の追加地質調査を行った。

敷地内の追加調査一覧 5号法面東方
調査地点 目　　的 調査手法 調査概要

1・2号炉付近 本数：６本

（荒浜側） 深さ：約100～200ｍ程度

Ｆ５立坑 直径：約４ｍ程度

（荒浜側） 深さ：約50ｍ程度，横坑：約14ｍ程度

Ｆ５立坑及び防潮堤付近 本数：16本

（荒浜側） 深さ：約50ｍ程度, 約190ｍ程度（１本）

Ｌ１立坑 直径：約４ｍ程度

（大湊側） 深さ：約34ｍ程度，横坑：約３ｍ程度

Ｆ３立坑 直径：約４ｍ程度

（大湊側） 深さ：約26ｍ程度，横坑：約８ｍ程度

Ｖ２立坑 直径：約４ｍ程度

（大湊側） 深さ：約22ｍ程度，横坑：約３ｍ程度

５号法面東方 本数：１本

（大湊側） 深さ：約85ｍ程度
敷地内の古安田層の年代評価 ボーリング

Ｖ２断層の活動性確認 立坑

ボーリング

Ｆ３断層の活動性確認 立坑

α・β断層の地下および南方への連続性確認

ボーリングＦ５断層の活動性確認

Ｌ１断層の活動性確認 立坑

Ｆ５断層の活動性確認 立坑
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概要

新期砂層・沖積層

敷地内の断層関係模式図

α・β断層 Ｖ２断層Ｌ1断層 Ｆ3断層

ボーリング調査結果によると，地
下深部に連続しない。建設時の試
掘坑調査結果によると，大湊砂層
に変位･変形を与えていない。

立坑調査結果によると，Ｆ５断
層は古安田層に逆断層による
変位・変形を与えていない。

立坑調査結果によると，
古安田層に変位･変形を
与えていない。

立坑調査結果によると，
古安田層に変位･変形を
与えていない。

立坑調査結果によると，
古安田層に変位･変形を
与えていない。

追加地質調査の結果を踏まえ，大湊側及び荒浜側の原子炉施設設置位置付近に広がりを持って
分布する断層は，少なくとも古安田層堆積終了以降の活動は認められず，将来活動する可能性
のある断層等ではないと評価した。

Ｆ5断層
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1. 調査内容（敷地の地質調査）

敷地の地質調査位置図

調査項目 調査数量

反射法地震探査
７測線

延長約１８km

ボーリング調査
約950孔

延長約78,5００ｍ

試掘坑調査

（5，６，７号炉）
延長約1,６１５ｍ

試掘坑調査

（１，２，３，４号炉）
延長約２,１７０ｍ

立坑調査 7箇所

敷地の地質調査内容
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2. 敷地の地質・地質構造（敷地の地質）

敷地の地質層序表

敷地の地質図

刈羽テフラ(約20万年前)

Ata-Th(約24万年前)

Kkt(約33-34万年前)

NG(約13万年前)
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2. 敷地の地質・地質構造（敷地の地質構造）

敷地北部では椎谷層が上
位の西山層に囲まれて，
敷地南西部では灰爪層が
下位の西山層に囲まれて
分布している。

後谷背斜及び真殿坂向斜
は，NE－SW方向に連続
し，全体としてSW方向
にプランジしている。

Ⅰ

Ⅰ’

Ⅱ’

Ⅱ

敷地の地質構造図
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2. 敷地の地質・地質構造（敷地の地質断面図（Ⅰ－Ⅰ’断面））

Ⅰ

西山層

西山層

椎谷層

古安田層

寺泊層

標高
（m）

Ⅰ’
100

-100

-200

-300

0

-400

-500

-600

-700

-800

-900

-1000

100

0

-100

-200

-300

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における
地層分布を示す。

番神砂層・大湊砂層

新期砂層・沖積層
中部更新統古安田層以上の地層は，
下位の西山層以下の地層を不整合
に覆ってほぼ水平に分布する。 後谷背斜

真殿坂向斜

新期砂層・沖積層

盛土・埋め戻し土

地質断面図（Ⅰ―Ⅰ’）
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2. 敷地の地質・地質構造（敷地の地質断面図（Ⅱ－Ⅱ’断面））

標高
（m）Ⅱ

西山層

西山層

椎谷層

古安田層

番神砂層・大湊砂層

新期砂層・沖積層 中部更新統古安田層
以上の地層は，下位
の西山層以下の地層
を不整合に覆ってほ
ぼ水平に分布する。

後谷背斜
真殿坂向斜

Ⅱ’

-600

-700

-800

-900

-1000

-1100

-1200

-1300

-500

-400

100

0

-100

-200

-300

標高
（m）

新期砂層・沖積層

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

地質断面図（Ⅱ―Ⅱ’）

100

0

-100

-200

-300
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2. 敷地の地質・地質構造（反射法地震探査結果(南－2～KK－a測線)）

（縦：横 ＝ 1：1）

←S N→

-500

-1500

6000 7000

距離（m）
4000

5000

標
高

（m）

-1000

-3000

0

-2500

-2000

-3000

-2500

-500

標
高

（m）

0

真殿坂向斜と後谷背斜に対応する褶曲構造が認められる。

後谷背斜真殿坂向斜

0 3000

-1500

-1000

-2000

敷地の地質構造図
反射法地震探査断面（南－2～KK－a測線）
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2. 敷地の地質・地質構造（反射法地震探査結果（KK－f測線））

（縦：横 ＝ 1：1）

-200

-600

-900

-1100

500 1000 1500

標高
（m）

-400

-700

-1000

-300

-500

-800

-1300

-1200

0

E→

真殿坂向斜と後谷背斜に対応する褶曲構造が認められる。

古安田層以上の地層は，西山層を不整合に覆ってほぼ水平に分布している。
真殿坂向斜 高町背斜

-100

100

0

後谷背斜
←W

2000

距離（m）
反射法地震探査断面（ＫＫ―ｆ測線） 敷地の地質構造図
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3.1.1 概要（大湊側原子炉施設設置位置付近の地質・地質構造）

６号及び７号炉周辺に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），層

理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で南に傾斜するＬ1 断層とそれから分岐する層

理面に平行なＬ2 断層，層理面に平行なａ断層（※）とそれに合流する高角度のｂ断層（※）からなる。

（※）a断層，ｂ断層については，７号炉基
礎掘削時に全て取り除いており，現在
は存在しない。

６号及び７号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－13m）の地質水平断面図
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3.1.1 概要（6号炉心を通る汀線直交方向の地質断面図）

西山層

古安田層
古安田層

椎谷層

盛土・埋め戻し土

新期砂層・沖積層(Ｃ)

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。

地質断面図（Ａ―Ａ’）
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3.1.1 概要（7号炉心を通る汀線直交方向の地質断面図）

盛土・埋め戻し土
新期砂層・沖積層(Ｃ)

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層・沖積層

地質断面図（Ｂ―Ｂ’）

※地層の色の淡い部分は，掘削前の原地山における地層分布を示す。
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3.1.1 概要（6・7号炉心を通る汀線平行方向の地質断面図）

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層・沖積層

盛土・埋め戻し土

新期砂層・沖積層 (Ｃ)

※地層の色の淡い部分は，

掘削前の原地山における

地層分布を示す。

地質断面図（Ｃ―Ｃ’）
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3.1.1 概要（敷地内断層と褶曲構造との関係 ）

褶曲に伴う断層のイメージ

低角系断層（Ｆ系断層）

プランジに伴う断層のイメージ

敷地内断層は，褶曲軸や層理面との関係から，おもに褶曲軸に直交する「高角

系断層（Ｖ系断層）」，層理面に平行な「低角系断層（Ｆ系断層）」等に分類

され，地層が褶曲する際に形成された断層であり，地震を起こすようなもので

はないと考えられる。

敷地内断層と褶曲構造と関係図
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3.1.1 概要（断層の切り合い関係 ）

②
⑦

⑪

㉒

⑭

⑲
㉕

㉚

㉟

注）断層交差部が点線の部分は切り合い関係未確認。
また，Ｆ2断層と他の断層との切り合い関係は未確認。

Ｖ2 断層は，Ｆ3 断層及びＦ4 断層と

切り切られの関係にある。

Ｆ3 断層は，Ｖ2 断層と切り切られの

関係にあり，Ｖ3 断層及びＶ4 断層を

切る。また，Ｆ4 断層はＶ2 断層と切

り切られの関係にある。

Ｌ1 断層は，Ｖ1，Ｖa，Ｖb，Ｖc 断

層を切り，Ｆ3断層を変位・変形させ

る。また，Ｌ2断層に分岐する。

以上のことから，Ｖ系断層，Ｆ系断

層及びＬ1・Ｌ2 断層は，大局的には

ほぼ同時期に活動していると考えら

れるが，Ｖ系断層ではＶ2断層が，Ｆ

系断層ではＦ3断層及びＦ4断層が，

Ｌ1断層及びＬ2断層が相対的により新

しく，これらの中でもＬ1断層及びＬ2
断層が最も新しい時代まで活動した

断層であると判断される。

西山層

西山層

古安田層
古安田層

断層切り合い関係模式図

断層切り合い関係スケッチ位置図

西山層
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3.1.1 概要（敷地内地質調査（大湊側） ）

敷地内の断層と上載層の関係を確認するため，建設時においては試掘坑による調査，新潟県中越沖地震後ならびに追加地質調

査においては立坑による調査を実施した。

等高線は西山層上限面標高（m）

L1
L1

V2

V2

L2

F3

F3

F3

【凡例】
建設時の調査 古安田層が掘削により欠如
追加地質調査 している範囲
新潟県中越沖地震後の調査（参考） 古安田層が欠如している範囲

敷地内地質調査位置図（大湊側）



21

1. 調査内容 ・・・ 4

2. 敷地の地質・地質構造 ・・・ 6

3. 原子炉施設設置位置付近の断層

3.1 大湊側

3.1.1 概要 ・・・ 13

3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層 ・・・ 21

3.1.3 Ｖ系断層 ・・・ 29

3.1.4 Ｆ系断層 ・・・ 39

3.2 荒浜側

3.2.1 概要 ・・・ 47

3.2.2 Ｖ系断層 ・・・ 52

3.2.3 α・β断層 ・・・ 58

3.2.4 ①・②断層 ・・・ 71

3.2.5 Ｆ系断層 ・・・ 79

4. 耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造 ・・・146

4.1 西山層支持の施設 ・・・148

4.2 第四紀層支持の施設 ・・・159



22

3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（性状）

Ｌ1・Ｌ2 断層は，NE-SW走向で低角度南東傾斜のＬ1 断層と，これから分岐する層理面に平行なＬ2 断層か

らなる。

Ｌ1 断層は幅0cm～85cm （平均15cm）の，Ｌ2 断層は幅0cm～65cm（平均7cm）のそれぞれ亜角礫を

含む破砕部を伴う。破砕幅は断層合流部付近で大きくなる傾向がある。

Ｌ1断層（6号炉Ｌ1坑西側壁）

亜角礫を含む
破砕部

西山層

破砕部

西山層

西山層

Ｌ2断層（6号炉アクセス坑西側壁）

西山層

Ｌ１・Ｌ２断層分布図
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（連続性）

Ｌ1 断層及びＬ2 断層は，試掘坑調査及び６号炉，７号炉周辺のボーリング調査によって連続性を確認し

ている。

Ｌ1断層はＦ3断層より下位には分布しない。また，Ｌ2断層はＬ1断層より下位には分布しない。

７号炉汀線直交断面図

西山層

新期砂層・沖積層

番神砂層・大湊砂層

古安田層

Ｌ1・Ｌ2断層分布図

西山層

Ｗ ＥＬ１・Ｌ２断層分布図



西山層
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１，Ｌ２断層及びＦ3断層との関係）

Ｌ1断層はＬ2断層に分岐するほか，下方に向かって複数の断層に分岐している。

Ｌ1断層はＦ3断層を変位・変形させている。

※Ｌ2断層は，Ｌ1断層近傍でほぼ水平となり，さらに逆傾斜となって
Ｌ1断層に合流する。

※Ｌ1断層はＦ3断層に合流し，Ｆ3断層より下位には延長しない。
Ｌ1断層はＦ3断層の主要部（Ｆ3-2断層）を変形させ，一部（Ｆ3-3断層）を
変位させている。また，Ｌ1断層の分岐断層はＦ3断層に合流する。

Ｌ1断層とＦ3断層の
関係模式図

Ｌ１・Ｌ２断層及びＦ３断層との関係
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１断層の活動性（建設時の確認））

古安田層
（A2部層）

西山層

Ｌ1断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｌ1断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

Ｌ1断層

N32W27E

N10E18E
Ｌ1断層

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｌ１・Ｌ２断層調査位置図

Ｌ１坑断面図

Ｌ１坑壁面スケッチ
Ｌ１坑壁面写真
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L２断層の活動性（建設時の確認））

古安田層（A2部層）西山層 同左拡大写真

Ｌ2断層と古安田層との関係を確認するため，試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｌ2断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

Ｌ2断層

N18W22W

Ｌ2断層

N2E12W

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｌ１・Ｌ２断層調査位置図

Ｌ２坑断面図

Ｌ２坑壁面スケッチ

Ｌ２坑壁面写真
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１立坑調査結果の概要）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

立坑

古安田層
（上載層）

Ｌ１断層と古安田層との関係を再確認するため，立坑調査を実施した。

Ｌ１立坑調査位置図

Ｌ１立坑平面図

Ｌ１立坑断面図
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3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層（L１断層活動性確認状況）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

立坑

古安田層
（上載層）

Ｌ１断層は，古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから，Ｌ１・Ｌ２断層は古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動する可能性のある断

層等ではないと判断される。

Ｌ１立坑平面図
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3.1.3 Ｖ系断層（Ｖ系断層の性状）

Ｖ系断層は，Ｖ1，Ｖa，Ｖb，Ｖ2，Ｖc，Ｖ3 及びＶ4 断層からなる。

Ｖ1，Ｖ2，Ｖ3 及びＶ4 断層は，主として５号炉試掘坑調査で，Ｖa，Ｖb 及びＶc 断層は６号及び７号炉試掘坑調査で確認してい

る。

Ｖ系断層は，NW-SE走向で高角度西傾斜（一部鉛直～東傾斜）の断層（Ｖ1～Ｖ3，Ｖa～Ｖc 断層）と，NNW-SSE走向で高角

度東傾斜の断層（Ｖ4 断層）からなる。

いずれも破砕部と薄い粘土を伴い，破砕幅は0cm～20cm 程度，粘土幅はフィルム状～1.5cm 程度である。

破砕部は，Ｖ２断層で最も厚く最大20cmである。

西山層

V系断層の一例

Ｖa断層（７号炉A-S坑（-13m）西側壁）

破砕部 西山層西山層

Ｖ系断層の分布と性状
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3.1.3 Ｖ系断層（Ｖ系断層の変位量）

変位センスは，西傾斜（一部鉛直～東傾斜）のＶ1～Ｖ3 断層，

Ｖa～Ｖc 断層では，西落ちを示し条線方向も縦ずれを示すこ

とから，西落ち正断層である。

東傾斜のＶ4 断層では，東落ちを示し条線方向はばらつくもの

のおおむね縦ずれを示すことから，東落ち正断層である。

変位量は，近傍に分布する同系統の小断層の変位量を含めると

Ｖ1 断層で約3.0ｍ，Ｖ2 断層で約3.8ｍ，Ｖ3 断層で約3.8ｍ，

Ｖ4 断層で約3.2ｍ，Ｖa 断層で1.35ｍ，Ｖb 断層で約3.0ｍ，

Ｖc 断層で0.8ｍであり，Ｖ2 断層及びＶ3 断層でそれぞれ最大

（約3.8ｍ）である。

西山層

Ｖ系断層の条線方向

Ｖ2断層の変位量（Ｖ2坑）

※Ｖ２断層上盤側と下盤側の挟在層から変位量を確認。変位量は凝灰岩を
基準として約2.9ｍ～約3.8ｍである。

※走向・傾斜は偏角補正済み

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｖ２断層の分布と変位量
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3.1.3 Ｖ系断層（ V2断層の活動性・建設時の確認）

古安田層
（A2部層）

西山層

Ｖ1 ～Ｖ4断層及びＶa ～Ｖc断層のうち，破砕幅及び変位量が最も大きいＶ2断層を大湊側のV系断層の代

表とした。

Ｖ2断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から鉛直上方に試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｖ2断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

※走向・傾斜は偏角補正済み
Ｖ２坑鏡面写真

Ｖ２坑断面図

Ｖ２坑平面図

Ｖ２坑鏡面スケッチ
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3.1.3 Ｖ系断層（ V2断層の活動性）

西山層（岩盤）

V2断層と古安田層との関係を再確認す

るため，立坑調査を実施した。

V２断層は，古安田層に変位・変形を与

えていない。

V２断層は低角度断層②に切られるが，

低角度断層②は西山層風化部と西山層の

境界面に変位・変形を与えていない。

低角度断層②

接写Ａ

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.1.3 Ｖ系断層（ 西山層風化部の性状分析（1））

西山層風化部１及び西山層１において，風化部の性状分析を行った。

西山層風化部１
西山層１

境界１

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.1.3 Ｖ系断層（ 西山層風化部の性状分析（2））

低角度断層②は，

西山層風化部と西

山層の境界に変

位・変形を与えて

いない。

西山層風化部１及

び西山層１におい

て，Ｘ線回折分析

及び全岩の化学分

析を行った。

接写Ａ

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.1.3 Ｖ系断層（ 西山層風化部の性状分析（3））

西山層（岩盤）

非定方位のＸ線回折分析によると，西山層風化部１では西山

層１と比較して，黄鉄鉱のピークが消滅し，斜長石のピーク

が小さくなっている。

定方位のＸ線回折分析によると，西山層風化部１，西山層１

ともに，スメクタイト，緑泥石，イライト及びカオリナイト

が含まれる。風化指標となる鉱物

スメクタイト/緑泥石

カオリナイト/緑泥石イライト

イライト
スメクタイト

スメクタイト ※９

緑泥石？※８
カオリナイト/緑泥石

カオリナイト ※８イライト

スメクタイト/緑泥石

カオリナイト/緑泥石

イライト

スメクタイト ※９

緑泥石？※８

スメクタイト

イライト
カオリナイト/緑泥石

イライト カオリナイト
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3.1.3 Ｖ系断層（ 西山層風化部の性状分析（4））

西山層（岩盤）

化学分析の結果，西山層風化部１は西山層１に比べてFe2O3などがやや増加し，MnO，Na2O，S，

SO3及びCなどがやや減少している。

西山層風化部１及び西山層１の分析値は，原村(1963)による値に比べてAl2O3及びFe2O3がやや増加

し，FeO，CaO，Na2O及びC等がやや減少している。

風化指標となる鉱物

西山層１と西山層

風化部１の平均値 1 5 6 7 8
文献値の

平均値

SiO2 59.45 55.51 59.78 59.84 60.79 61.83 59.55 -0.10

TiO2 0.66 0.67 0.48 0.47 0.54 0.55 0.54 0.12

Al2O3 17.00 15.97 16.02 16.02 13.92 14.25 15.24 1.76

Fe2O3 4.13 3.22 2.87 2.87 2.41 1.50 2.57 1.55

FeO 1.78 3.04 1.51 1.51 2.08 2.13 2.05 -0.28

MnO 0.04 0.09 0.06 0.06 0.06 0.04 0.06 -0.02

MgO 2.03 2.30 1.74 1.74 2.16 1.66 1.92 0.11

CaO 0.81 2.08 1.43 1.63 2.20 1.40 1.75 -0.94

Na2O 1.36 1.51 2.00 1.59 1.63 1.72 1.69 -0.33

K2O 2.64 2.22 2.67 2.71 2.44 2.61 2.53 0.11

P2O5 0.05 0.10 0.09 0.08 0.10 0.10 0.09 -0.04

小計 89.93 86.71 88.65 88.52 88.33 87.79 88.00 1.93

H2O
+
（※４） 4.60 4.83 3.92 3.39 4.27 4.53 4.19 0.41

H2O
-
（※５） 5.35 7.14 6.16 6.88 6.12 6.30 6.52 -1.17

S － － － － － － － －

SO3 － － － － － － － －

C 0.43 1.54 1.17 1.27 0.97 1.18 1.23 -0.80

CO2 － － － － － － － －

小計 10.99 13.51 11.25 11.54 11.36 12.01 11.93 -0.94

100.92 100.22 99.90 100.06 99.69 99.80 99.93 0.53

揮
発
性
元
素

合計

文献値（※６）

区分
Ｖ２立坑平均値と

文献平均値との差

Ｖ２立坑
成分

非
揮
発
性
元
素

区分 成分
西山層１
(重量％)

西山層
風化部１
（重量％）

差分

SiO2 58.6 60.3 1.70

TiO2 0.65 0.67 0.02

Al2O3 16.6 17.4 0.80

Fe2O3 3.89 4.36 0.47

FeO 1.79 1.76 -0.03

MnO 0.051 0.037 -0.01

MgO 2.10 1.95 -0.15

CaO 0.78 0.83 0.05

Na2O 1.43 1.29 -0.14

K2O 2.67 2.60 -0.07

P2O5 0.048 0.052 －

小計 88.61 91.25 2.64

H2O
+
（※４） 4.67 4.52 -0.15

H2O
-
（※５） 5.37 5.33 -0.04

S 0.81 0.01未満 -0.80

SO3 0.17 0.05未満 -0.12

C 0.71 0.14 -0.57

CO2 0.1未満 0.1未満 －

小計 11.83 10.15 -1.68

100.44 101.40 0.96

非
揮
発
性
元
素

揮
発
性
元
素

合計
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3.1.3 Ｖ系断層（ 西山層風化部の性状分析（5））

V２立坑で採取した試料では，

西山層風化部１は西山層１に

比べて黄鉄鉱が消失し，S及

びCが減少し，Fe2O3が増加

しており，千木良（1988）

による酸化フロント付近の泥

岩の化学的風化の特徴を示し

ている。

X線回折分析及び化学分析を

行った結果，西山層風化部１

では西山層１に比べてより酸

化が進行しており，西山層風

化部と西山層の境界は，酸化

帯と溶解帯の境界付近に位置

しており，両者の風化の程度

の違いがあると考えられる。

風化区分と鉱物的，化学的，物理的性質の総括図

野外調査による簡易的風化分帯；W1：強風化，W2：中風化，W3：弱風化~新鮮岩
総合的風化分帯；Ⅰ1，Ⅰ2：酸化帯，Ⅱ1：溶解帯，Ⅱ2：溶解漸移帯，Ⅲ：新鮮岩

泥岩からなる山体の模式的風化帯

千木良（1988）

千木良（1988）

以上のことから，V2断層と低角度断層②は，古安田層堆積以降

の活動は認められず，将来活動する可能性のある断層等ではな

いと判断される。
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3.1.4 Ｆ系断層（F系断層の性状）

Ｆ系断層は，NNW-SSW走向で西に緩く傾斜する層理面に

平行な断層で，下位からＦ2，Ｆ3 及びＦ４断層からなる。

幅0cm～20cm 程度の破砕部及びフィルム状～幅5cm程度

の黒色粘土を伴う。

条線方向はばらついているが，Ｖ系断層を基準とすると逆断

層的な変位を示す。

西山層

※断層の走向・傾斜は
代表的な値を表記

Ｆ3断層（６号炉B-E坑北側壁）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

Ｆ3断層の条線方向

N1W17W

※走向・傾斜は偏角補正済み

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ系断層の分布と性状



５号炉
６号炉７号炉

Ｆ4断層分布図
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3.1.4 Ｆ系断層（F系断層の連続性）

５号，６号及び７号炉周辺で実施したボーリング調査により，Ｆ系断層の分布及

び連続性を把握した。

Ｆ2 断層は，西方（ボーリングNo.1，2，3 及び5 孔）には分布しないものの，

これ以外の６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認されており，

比較的連続性が良い。

Ｆ3 断層は，６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認されており，

連続性が良い。

Ｆ4 断層は，６号炉西方の限られた範囲にのみ分布し，連続性が悪い。

Ｆ3断層分布図Ｆ2断層分布図
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3.1.4 Ｆ系断層（Ｆ3断層の活動性（建設時の確認））

古安田層
（A2部層）

西山層古安田層
（A2部層）

西山層

Ｆ2～Ｆ4断層のうち，最も連続性が良いＦ3断層を大湊側のF系断層の代表とした。

Ｆ3断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｆ3断層は西山層上限面にごくわずかの変位を与えているものの，古安田層に入ってすぐに

消滅している。

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ３坑調査位置図

Ｆ３坑断面図

Ｆ３坑壁面スケッチ

Ｆ３坑壁面写真
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3.1.4 Ｆ系断層（F3立坑調査結果の概要）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

N44W3W

N40W24W

Ｆ3断層と古安田層との関係を再確認するため，立坑調査を

実施した。

Ｆ3断層②は拡幅前の南西窓部において，Ｆ３断層③は南西

窓部及び北東窓部において，古安田層に変位・変形を与え

ていない。

F3断層は，Ｌ１断層に変位・変形させられている。

以上のことから，古安田層堆積以降の活動は認められず，

将来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

※走向・傾斜は偏角補正済み
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＜参考＞Ｆ3断層の活動性（新潟県中越沖地震に伴う活動）

新潟県中越沖地震に伴う活動の有無を確認した結果，

F3断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

【調査の概念図】

5号炉
タービン建屋

6号炉
タービン建屋

6号炉
原子炉建屋 5号炉

原子炉建屋

F3断層
立坑

建屋設置レベルでの
F3断層の位置

立坑底盤レベルでの
F3断層の位置

変位はみられない

写真①

写真②

古安田層
古安田層

①
②

Ｆ３断層
Ｆ３断層

立坑南西側壁面写真

横坑壁面写真

立坑調査位置図
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3.1 小括（大湊側）

大湊側の西山層中に分布する断層の性状及び活動性

粘土幅（cm） 破砕幅（cm） センス 変位量（ｍ）

Ｖ1断層 N32W83W ｆ～0.3　[ｆ] 0～4　[1] - - Ｌ1断層に切られる。 砂岩薄層を基準とした変位量は約2.5ｍ。

Ｖ２断層 N29W86W ｆ～0.5　[f] 0～20　[2] 正 約3.8
Ｆ3断層，Ｆ4断層と切り切られの関係

にある。

粘土幅・破砕幅は6・7号炉試掘坑調査によ
る。

Ｖ３断層 N38W82W 0.1～1.5 1～10 正 約3.8 Ｆ3断層に切られる。

Ｖ４断層 N10W48E 0.1～0.5 1～15 正 約2.0 Ｆ3断層に切られる。

Ｖa断層 N31W83W ｆ～0.2　[f] 0～9　[1] 正 1.1 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は1.35ｍ。

Ｖb断層 N28W84W ｆ～0.1　[ｆ] 0～6　[1] 正 約1.8 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は約3.0ｍ。

Ｖc断層 N30W90 ｆ～0.3　[ｆ] 0～10　[3] 正 0.8 Ｌ1断層に切られる。

Ｆ２断層 N 5E15W ｆ～0.5 1～10 － － －

Ｆ３断層 N7E17W ｆ～5　[1.9] 0～17　[8] 逆 －

Ｌ1断層が合流し変形を受けている。

Ｖ2断層と切り切られの関係にある。

Ｖ3断層，Ｖ4断層を切る。

変位センスはＶ３断層を基準。

粘土幅・破砕幅の平均値は6・7号炉試掘坑
調査による。

Ｆ４断層 － 0～5 0～20 － － Ｖ2断層と切り切られの関係にある。 破砕帯の幅はボーリング調査による。

Ｌ１断層 N67E18S 0～1.6　[0.2] 0～85　[15] 正 約9.0

Ｖ1断層，Ｖa断層，Ｖb断層，Ｖc断層

を切り，ａ断層，ｂ断層，Ｌ2断層を分

岐し，Ｆ3断層を変位・変形させ，合

流している。

L1坑及びL1立坑において，古安田

層に変位・変形を与えていない。

変位量は断層面沿いの落差。鉛直変位量は
約2ｍ。

Ｌ２断層 N10E13W ｆ～0.3　[ｆ] 0～65　[7] 逆 － L1断層に合流する。
L2坑において，古安田層に変位・変

形を与えていない。

ａ断層 N9E13W ｆ～0.2　[ｆ] 0～３１　[3] 逆 －
ｂ断層を分岐し，Ｌ1断層に合流す

る。

ｂ断層 N55W53N ｆ～0.2　[ｆ] 4～77　[28] 横ずれ － ａ断層，Ｌ1断層に合流する。

※断層の走向は偏角補正済
　[ ]の数値は平均値
　ｆ：フィルム状

走向傾斜
破砕帯の規模 変位

活動時期

破砕帯の規模，変位量及びF系断

層との切り合い関係から，V2断層を

大湊側V系断層の代表と判断。

V2断層は，V2坑及びV2立坑におい

て古安田層に変位・変形を与えてい
ない。

破砕帯の規模及び連続性から，F3

断層を大湊側F系断層の代表と判
断。

F3断層は，F3立坑において古安田

層に変位・変形を与えていない。

施工時に掘削・除去。

備考

Ｖ系断層

Ｆ系断層

Ｌ１・Ｌ２断層

ａ・ｂ断層

切り合い関係分類 断層名
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3.1 小括（大湊側）

大湊側の敷地に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層

（Ｖ系断層），層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で

南に傾斜するＬ1断層とそれから分岐する層理面に平行なＬ2断層に分類できる。

断層性状（破砕幅，変位量等）に基づき，Ｖ系はＶ２断層，Ｆ系はＦ３断層，Ｌ系は

Ｌ１断層が代表性を有する断層と評価される。

このうち，Ｌ１断層はＶ系断層の多くを切り，Ｆ３断層を変位・変形させていること

から最新活動を有する断層であると評価される。

試掘坑及び立坑調査結果によると，Ｌ1断層及びＬ2断層はそれぞれ古安田層に変位

を与えておらず，Ｖ2断層についても古安田層に変位・変形を与えていない。Ｆ3断

層については，試掘坑調査では古安田層中で変位が消滅しているとともに，立坑調

査では古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから，いずれの断層も古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動

する可能性のある断層等ではないと判断される。
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3.2.1 概要（荒浜側原子炉施設設置位置付近の地質・地質構造）

１号炉 ２号炉

３号炉 ４号炉

１号～４号炉周辺に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），西山層の層理面に

平行な断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾斜の①断層とＮＷ－ＳＥ走向高角度南西傾斜の②

断層，及びＮＮＥ－ＳＳＷ走向で高角度東傾斜のα・β断層からなる。

１号～４号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－39m）の地質水平断面図

A A’

Ｂ
’

Ｂ

α

β

西山層西山層
灰爪層

古安田層

古安田層

①

②

②

１号～４号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－39m）の地質水平断面図
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3.2.1 概要（３・４号炉心を通る汀線平行方向の地質断面図）

西山層

古安田層

椎谷層

古安田層
新期砂層
・沖積層

地質断面図（Ａ―Ａ’）
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3.2.1 概要（3号炉心を通る汀線直交方向の地質断面図）

西山層

古安田層

古安田層

地質断面図（Ｂ―Ｂ’）

古安田層

西山層
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3.2.1 概要（敷地内地質調査（荒浜側） ）

敷地内の断層と上載層の関係について確認するため，建設時においては試掘坑による調査，新潟県中越沖地震後ならびに追加

地質調査においては立坑による調査を実施した。

F5

3V-1

3V-5 ①

β
β

等高線は西山層上限面標高（m）

【凡例】
建設時の調査 古安田層が掘削により欠如
追加地質調査 している範囲
新潟県中越沖地震後の調査（参考）

敷地内調査位置図（荒浜側）
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3.2.2. Ｖ系断層（Ｖ系断層の性状）

Ｖ系断層については，3Ｖ-1，3Ｖ-2，3Ｖ-3，3Ｖ-4及び3Ｖ-5断層からなる。

Ｖ系断層は，３号炉試掘坑調査で確認している。

Ｖ系断層は，NNW-SSE走向で高角度西傾斜の断層（3Ｖ-1～3Ｖ-4断層）と，NNW-SSE走向で高角度東

傾斜の断層（3Ｖ-5断層）からなる。

いずれも破砕部と薄い粘土を伴い，破砕部は平均幅8cm～15cm程度，粘土は平均幅フィルム状～0.1cm程

度である。破砕幅は3Ｖ-1断層で最も厚く，最大44cmである。

3V-1断層（3V-1坑9基目切羽）

V系断層の一例

破砕部 西山層西山層

Ｖ系断層の分布と性状
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3.2.2. Ｖ系断層（Ｖ系断層の変位量）

変位センスは，西傾斜の3Ｖ-1～3Ｖ-4断層では西落

ちを示し，条線の方向も縦ずれを示すことから西落ち

正断層である。

東傾斜の3Ｖ-5断層では東落ちを示し，条線の方向も

縦ずれを示すことから東落ち正断層である。

Ｖ系断層の変位量は，近傍に分布する同系統の小断層

の変位量を含めると，3Ｖ-1断層で約4.6ｍ，3Ｖ-2

断層で約6.3ｍ，3Ｖ-3断層で約4.0ｍ，3Ｖ-4断層で

約3.1ｍ，3Ｖ-5断層で約1.1ｍである。Ｖ系断層の条線方向

Ｖ2断層の変位量（Ｖ2坑）

※変位量は，凝灰岩層を基準として約5.3ｍである。近傍の同系の
断層の変位を加えると合計約6.3ｍとなる。

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

3V-5断層：N36W69E

3V-1～3V-4断層：N24W75W

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｂ坑におけるV系断層の確認位置と変位量
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3.2.2. Ｖ系断層（Ｖ系断層の連続性）

３号炉試掘坑調査によるV系断層の確認位置と連続性

3V-1断層については，３号炉試掘坑のC-N坑，B坑及びA-S坑において分布が確認されて

いる。

3V-2断層についてはC-N坑，B坑及びB坑岩盤試験坑において，3V-3断層はB坑とC坑の

交点付近において，3V-5断層はC-N坑において，それぞれ分布が確認されているが，南

東延長部のA-S坑ではいずれの断層も確認されない。

3V-4断層は，A-N坑北端付近で①断層に切られる。

以上より，3V-1断層の連続性が最もよいと判断される。
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3.2.2. Ｖ系断層（3V-1断層の活動性（建設時の調査））

3V-1断層と古安田層との関係（3V-1坑最終切羽） 3V-1坑最終切羽写真 3V-1坑最終切羽拡大写真

3V-1～3V-５断層のうち，破砕幅及び変位量が大きく，かつ連続性のよい3V-1断層を荒浜側のV系断層の

代表とした。

3V-1断層と古安田層の関係を確認するため，-20ｍ坑から東北東に試掘坑を掘削して3V-1断層の延長部を

確認した後，上方に向かって試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，3V-1断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから， 3V-1断層は古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動する断層等ではないと判断

される。

古安田層
（Ａ２部層）

西山層

※走向・傾斜は偏角補正済み

3V-1断層の調査位置図 3V-1坑断面図
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＜参考＞3V-5断層の活動性（新潟県中越沖地震に伴う活動）

立坑調査により新潟県中越沖地震に伴う活動の有無を

確認した結果，3V-5断層は上位の砕石に変位・変形

を与えていない。

【調査位置】

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

観察用横坑

直径3.0m

立坑

地表面

岩盤

3V5断層

2号炉
タービン建屋

3号炉
タービン建屋

2号炉
原子炉建屋

3号炉
原子炉建屋

立坑

断層
（破線は推定線）

変位はみられない

3V-5断層

３V-５断層調査位置図

３V-５断層調査立坑の概念図 観察用横坑壁面における３Ｖ－５断層の延長部
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3.2.3 α・β断層（概説）

α断層及びβ断層は，NNE－SSW走向で高角度東傾斜（一部鉛直ないし西傾斜）の断

層からなり，両断層は40ｍ～50ｍ程度の間隔でほぼ平行に分布している。

α断層は，幅0～50cm程度の破砕部と幅0.1～2cm程度の粘土を伴い，β断層は幅0～

50cm程度の破砕部と幅0.1～4cm程度の粘土を伴う。粘土は比較的良く固結している。

β断層の破砕帯性状：β断層立坑

埋戻し土
（砕石）

西山層

西山層 西山層粘土

α・β断層の分布と性状



60

3.2.3 α・β断層（性状）

ボーリングコア観察結果によると，α断層の

断層粘土は，A-1孔（α１）では一部固結，

A-３孔（α３）及びB-1孔（α４)では固結

している。

β断層の断層粘土は，A-1孔（β１）及びA-

4孔（β４）では固結している。
※走向・傾斜は偏角補正済み

１・２号炉間の地質断面図（Ａ－Ａ’）

標高
（m）
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3.2.3 α・β断層（連続性）

α断層の連続性

・1・2号炉間のA-1孔，A-2孔，A-3孔に確認され，その下方延長のA-4孔には認められない。１号炉南方

では，B-1孔に確認され，その下方延長のB-2孔に該当する断層は確認されない。

・B-1孔～B-2孔間には，鍵層の連続から変位は認められない。

・水平方向の長さは約250mと評価される。

β断層の連続性

・1・２号炉間のA-1孔～A-4孔で確認された。

・β断層の南端は１号炉底盤で消滅しており，その南方延長のB-2孔においても該当する断層は確認されない。

・水平方向の長さは約220mと評価される。

ボーリング位置図

１・２号炉間の地質断面図（Ａ－Ａ’）
１号炉南方の地質断面図（Ｂ－Ｂ’）

標高
（m）

標高
（m）
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3.2.3 α・β断層（β断層の連続性）

西山層の鍵層の分布状況によると，β断層の変位量は深度方向

に減少する傾向を示す。

A-4孔の深度218ｍ付近及び＃1-3孔の深度222ｍ付近に分

布する鍵層 Nt-18 は，褶曲構造に調和した分布を示しており，

東落ちを示唆する変位は認められない。

これらのことから，β断層は地下深部には連続しないと判断さ

れる。

β断層連続性の検討

Ａ－Ａ’断面図

標高
（m）
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3.2.3 α・β断層（変位量（基礎面観察結果））

１号炉及び２号炉基礎底盤におけるα・β断層の変位量

α断層の変位量は，１号炉南端部で0cm，中

央部付近までは数cm程度，北部では数10cm

～1.3ｍとなり，２号炉南側壁面の標高-20

ｍ付近で最大6.2ｍを示し，その北側では1.9

ｍ，0.65ｍ，0.2ｍと北に向かって減少して

いる。

β断層の変位量は，１号炉南東部では数cm程

度，北東部では数10cm程度となり，２号炉

南側壁面の標高-20ｍ付近で最大7.2ｍを示

し，これより北側ではややばらつくものの２

号炉北部では数10cm程度となり，２号炉北

端近くで消滅している。

α断層の変位量
β断層の変位量
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3.2.3 α・β断層（変位量（ボーリング調査結果））

α断層の変位量分布

β断層の変位量分布α・β断層の変位量

以上のことから，α・
β断層の変位量は，平
面方向には１号炉と２
号炉の中間部付近でや
や大きく，北方及び南
方に向かって減少し，
断面方向には標高-20ｍ
付近で最も大きく，上
方及び下方に向かって
減少する傾向が認めら
れることから変位の累
積性は認められない。

標高
（m）

標高
（m）

標高
（m）

標高
（m）

標高
（m）
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3.2.3 α・β断層（活動性に関する評価（１））

１号炉及び２号炉試掘坑調査並びに施工時の掘削面調査でα・β断層の分布を確認している。

α断層については，１号炉北側法面において古安田層との関係を確認している。

β断層については，１号炉北側法面において古安田層との関係を，１号炉+8ｍ坑において大湊砂層との関係を
確認している。

α・β断層の分布及び第四紀層との関係確認位置

・沖積層
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3.2.3 α・β断層（活動性に関する評価（２））

1号炉+8ｍ坑切羽（12基目）には，西山層とこれを不整合に
覆う大湊砂層が分布している。

大湊砂層は，赤褐色ないし褐灰色を呈する砂を主体とし，シル
ト混じり砂～砂混じりシルトの薄層を挟在し，砂層には水平な
葉理が発達する。

β断層は西山層上限付近で3本に分岐しており，いずれの断層
も大湊砂層に変位・変形を与えていない。

１号炉+8ｍ坑におけるβ断層と大湊砂層の関係

標高 12m
※走向・傾斜は偏角補正済み

標高 12m
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3.2.3 α・β断層（活動性に関する評価（３））

α断層は，古安田層Ａ3部層中に連続するが，古安田層中の低角度小断層（走向・傾斜：N２Ｗ14E）で止まって
おり，これより上位には延びていない。

β断層は，古安田層Ａ3部層中に連続するが，古安田層中の低角度小断層（走向・傾斜：N５０W27Ｅ）で止まっ
ており，これより上位には延びていない。

１号炉北側法面におけるα・β断層と古安田層の関係

１号炉北側法面スケッチ

α断層拡大スケッチ

β断層拡大スケッチ

α断層拡大写真

β断層拡大写真

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.3 α・β断層（活動性に関する評価（４））

古安田層中の低角度小断層は，β断層活動後に形成されたと考えられ，β断層の変位が低角度小断
層に連続することはないと考えられる。

１号炉北側法面におけるβ断層と古安田層中の低角度小断層の関係

β断層は箒状に枝
分かれして変位を分
散し，一部は古安田
層中で消滅しており，
断層末端部の様相を
呈している。

N74E80N

※走向・傾斜は偏角補正済み

N16E80E
N50W27E

Β断層と低角度小断層の形成順序
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3.2.4 α・β断層（活動性に関する評価（５））

α・β断層は，深度方向に変位量を減少させていること，α
断層については下方延長部のボーリングに断層がみられない
こと，β断層については鍵層が連続することから，いずれも
地下深部に連続しないと判断される。

α・β断層は，１号炉北側法面において古安田層中の低角度
小断層で止まっており，これより上位には延びていない。さ
らに，上位の大湊砂層基底面に高度不連続は認められない。
また，β断層は，１号炉+8ｍ坑切羽において大湊砂層に変位
・変形を与えていない。

なお，古安田層を切る動きについては，断層深部が一部固結
していること，西山層上限面の高まりに位置し，断層の走向
と高まりの伸長方向がほぼ一致すること等から，古安田層堆
積時に生じた重力性のすべりである可能性が高い。

α・β断層が分布する西山層の高まりは施工時に掘削除去さ
れている。

以上のことから，α・β断層は古安田層堆積終了以降の活動
は認められず，将来活動する可能性のある断層等ではないと
判断される。

１号炉＋8m坑切羽位置図 標高（m）
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＜参考＞β断層の活動性（新潟県中越沖地震に伴う活動）

掘削深さ
16.2m

ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

観察用横坑

φ3.0m

β断層

立坑

地表面

岩盤

アスファ
ルト舗装

砕石

岩盤
（西山層）

β断層

新潟県中越沖地震に伴う活動の有無を立坑調査により確認した結果，β断層は

建設時の道路面に変位・変形を与えていない。

調査の概念図

建
設
時
の
道
路

直径
3m

調査位置図

変位はみられない
β断層

立坑

1号炉タービン建
屋

2号炉
タービン建屋

2号炉
原子炉建屋

1号炉
原子炉建屋

Β断層延長部
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3.2.4 ①・②断層（①・②断層の性状）

①・②断層は，NW-SＥ走向で中角度北東傾斜の①断層と，NW-SE走向で高角度南西傾斜の

②断層からなる。

①断層は平均幅280cm程度の，②断層は平均幅220cm程度のそれぞれ亜角礫を含む破砕部

を伴う。断層面が不明瞭となる場合がある。

①・②断層の破砕部性状（①断層：-39ｍ①坑切羽）

西山層

破砕部 西山層

破砕部

①・②断層の分布と性状
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3.2.4 ①・②断層（①・②断層の連続性及び変位量）

①断層及び②断層については，試掘坑調査及びボーリング調査によって連続性，

変位量を確認している。

西方延長部及び東方延長部はそれぞれ側方断層に連続し，平面的にはNW-NE方向

に延びる環状を呈し，断面的にはＦ5断層より下位には延びておらず，舟底状を呈

する。

①断層及び②断層の変位量は，鍵層の分布から正断層的に最大約29ｍと推定され

る。また，北西側の側方断層は正断層，南東側の側方断層は逆断層である。

以上のことから，①・②・Ｆ5断層に囲まれた土塊は，全体として正断層的に落ち

込むとともに，北西から南東方向に移動した地すべり土塊と考えられる。
①・②断層の分布形態（平面図）

鍵層名称
Nt-○：凝灰岩層
Np-○：軽 石 層

※西山層中の鍵層のうち，暗灰色～
灰白色凝灰岩（Nt-16）を着色表示。

Ａ－Ａ’断面

Ｂ－Ｂ’断面 Ｃ－Ｃ’断面

新期砂層
・沖積層

新 期 砂 層・沖 積 層

新期砂層・沖積層

新期砂層
・沖積層
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3.2.4 ①・②断層（①断層の活動性・建設時の調査）
①断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から東北東に試掘坑を掘削して①断層の延長部を

確認した。

その結果，①断層は古安田層と西山層の境界面に変位・変形を与えておらず，かつ，古安田層中に延び

ていない。

以上のことから， ①・②断層は古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動する可能性のある断

層等ではないと判断される。

①断層と古安田層との関係（①坑南側壁） ①坑南側壁①断層写真

古安田層
（Ａ2部層）

①断層破砕部

古安田層
（Ａ2部層）

西山層

西山層

※走向・傾斜は偏角補正済み

調査位置図 ①坑断面図
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＜参考＞３号炉付近の上載層の分布

A-A'断面図

荒浜側のV系断層及び①・②断層を覆う上載層は，シルト層を主
体とし砂層を挟在する層相を示している。

Ａ-Ａ’断面では，４号炉付近の＃４孔において阿多鳥浜テフラ
（Ata-Th，約24万年前）が挟在している。

上載層中の砂礫層及びその上位の火山灰質砂～シルト層は，ほぼ
水平に分布している。

断面位置図

：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト

新期砂層・沖積層

標高
（m）

標高
（m）



B-B'断面図

C-C'断面図
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＜参考＞３号炉付近の上載層の分布

Ｂ-Ｂ’断面東部のＧ-18孔及びＧ-8孔において，阿多
鳥浜テフラ（約24万年前）が挟在している。

Ｂ-Ｂ’断面及びC-C’断面において，上載層中の砂礫
層及びその上位の火山灰質砂～シルト層がほぼ水平分
布している。

以上のことから，3V-1坑及び①坑に分布する上載層は，
中部更新統古安田層に対比されると判断される。

注）断面位置及び凡例は前のページを参照。

：砂礫層， ：火山灰質砂～シルト

標高
（m）

標高
（m）

標高（m）標高（m）
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3.2.5 F系断層

F５断層は，西山層中に層理面とほぼ平行に分布しており，西山層の褶曲運動に伴っ

て形成された層面すべり断層と判断される。

F5立坑調査では，F５断層が古安田層と接する位置付近の古安田層中に高角度断層，

西山層上限面付近に低角度断層が分布しており，条線の方向や変位センスからF５断

層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層は一連の正断層として活動し

たと判断される。

F5断層については，将来活動する可能性のある断層等に該当するか否かについて，

一連の正断層については，耐震重要施設等の下に分布するか否か等について，①地

形，②地質・地質構造及び③応力場等の観点から検討を行った。

西山層

古安田層

椎谷層

西山層

新期砂層

３・４号炉心を通る汀線平行方向の地質鉛直断面図

古安田層

一連の正断層

Ｆ５断層

Ｆ5断層及び一連の正断層の関係模式図

低角度断層

高角度断層
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3.2.5.1 F５断層の評価 地形（文献調査・空中写真判読）

（敷地及び敷地近傍の変動地形）

[新編]日本の活断層（1991）や活断層デジタル
マップ（2002）等いずれの文献においても，敷
地及び敷地近傍にリニアメントは認められない。

空中写真判読結果によると，敷地近傍の柏崎平野
周辺に分布する段丘面は，段丘面の標高，分布形
態，連続性，面の開析程度等により，高位からH
面群，MⅠ

+面，MⅠ面，MⅡ面及びLⅠ面に区分さ
れる。

最も広く分布する段丘面はMⅠ面である。

敷地及び敷地近傍にリニアメントは判読されない。

敷地及び敷地近傍の変動地形図
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3.2.5.1 F５断層の評価 地形（古地形）

西山層上限面は，F５断層を境して系統的な地形の屈曲や段差などが認められないことから，

F５断層の中期更新世以降の累積的な断層活動は推定されない。

西山層上限面とＦ5断層の分布

（西山層上限面）

○：ボーリング孔○

（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査を反映）
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（文献調査）

層理面に平行な断層は，層面すべり断層と呼ばれ，

褶曲運動に伴って逆断層的にすべるとされている。

（大坪(2008)など）

敷地内断層と褶曲構造との関係

大坪（2008）より抜粋

※Ｆ系断層は褶曲運動に伴う
層面すべり断層として形成（中略）

層面すべり断層の概念（大坪（2008）より抜粋）
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地内ボーリング調査）

Ｆ５断層は，西山層中の鍵層とほぼ平行に分布しており，層面すべり断層と判断される。

３・４号炉心を通る汀線平行方向の地質鉛直断面図

：西山層(N1部層)

西山層

古安田層

椎谷層

西山層

：西山層(N2部層)

：西山層(N3部層)

：椎谷層

：古安田層

：新期砂層・沖積層

：盛土・埋め戻し土

凡例

：西山層(N1部層)中の鍵層

：西山層(N2部層)中の鍵層

（Ｆ５断層の分布（汀線平行方向断面））

・沖積層
新期砂層
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（試掘坑調査）

Ｆ系断層は，WNW-ESE走向で南に緩く傾斜する西

山層の層理面に平行な断層で，Ｆ５断層が分布する。

平均幅5cm程度の破砕部及び平均幅6.6cm程度の黒

色粘土を伴う。

試掘坑（標高-39m付近，西山層の被り約10ｍ）で

観察されたF５断層の条線は，褶曲軸に中～高角度で

交差する方向を示し，褶曲の成長に伴って形成され

たと考えられる。Ｆ５断層の条線方向

Ｆ５断層（Ｆ５試料採取坑）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

ノジュール

破砕部

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

破砕部

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

Ｆ５断層の条線方向●

Ｆ５断層（N69W16S） シュミットネット下半球投影

後谷背斜の背斜軸の方向

（Ｆ５断層試掘坑調査）

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ５断層の分布と性状
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（試掘坑調査）

大湊側敷地でも層理面にほぼ平行な断層であるF3断層が認められ，F3断層はV3断層を逆断層的

に変位させている。

５号炉試掘坑調査結果（Ｆ３坑北側側壁）

（Ｆ３）

（Ｆ4）

（Ｆ2）

７号炉

６号及び７号炉付近地質水平断面図（標高-20ｍ）

６号炉
５号炉

（Ｆ3断層試掘坑調査）

※Ｖ3断層に逆断層変位を与える
走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ３坑北側側壁
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（F5立坑調査）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

立坑

古安田層
（上載層）

F5断層と古安田層との関係を直接確認するため立坑調査を実施した結果，F5断層，低角度断層及び

高角度断層が分布する。



立坑調査において，F５断層は①褶曲軸に高角度で交差する方向（NNW-SSE～

E-W方向），②Ｆ５断層の最大傾斜方向（NE-SW～N-S方向）の条線が認められる。

①については，試掘坑調査で観察された条線の方向と同様であり，研磨片・薄片観察結果によると，その運動センスは逆断層

センスを示す。（②については後述）

88

3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

：F5断層(条線がNNW-SSE～E-W方向，逆断層センス)
：F5断層(条線がNE-SW～N-S方向，正断層センス)
：低角度断層（正断層センス）
：高角度断層（正断層センス）

試料採取位置

マイクロスコープ
条線観察用試料採取位置

①条線の方向が褶曲軸に高角度で交差する
方向を示すF5断層の走向・傾斜と条線方向

Ｆ５断層のマイクロスコープ写真

（Ｆ５立坑横坑部）

①
②

①

②

：NNW-SSE～E-W方向の条線がみられる範囲
（薄片観察の結果，逆断層センスを示す）
：NE-SW～N-S方向の条線がみられる範囲
（薄片観察の結果，正断層センスを示す）

Ｆ５立坑概略位置図 Ｆ５横坑部形状図

※走向・傾斜は偏角補正済み

：F5断層（NNW-SSE～E-W方向の条線）

シュミットネット下半球投影

←：上盤側の変位方向

後谷背斜の背斜軸の方向

①

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ５断層の立坑スケッチ



89

3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

※研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。

Ｆ５断層粘土部にはS方向下が

りのP面が認められ，断層面と

の配置から，上盤側がN方向へ

向かう逆断層変位が推定される。

（Ｆ５-１Ａ 研磨片）

F5-1A研磨片観察結果
（赤枠内拡大）

F5-1A研磨片観察結果

F5-1A研磨片観察位置
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

Ｆ５断層粘土部のSSE方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP

面と判断され，断層面との配置から，上盤側がNNW方向へ向か

う逆断層変位が推定される。

（Ｆ５-１Ａ 薄片１）

Ｆ5-1Ａ(その１)薄片観察結果(赤枠内の拡大)

Ｆ5-1Ａ(その１)薄片観察結果
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

Ｆ５断層は，Ｆ5-9孔の標高-１６８ｍ付近に分布し，BHTV観察結果によると，断層面の走向・傾斜はＮ75

Ｅ43Ｓを示す。

深部（標高-168ｍ付近）のF5断層の条線は，褶曲軸に高角度で交差する方向を示し，研磨片・薄片観察結

果によると，その運動センスは逆断層センスを示す。

粘土

Ｆ5断層のコア写真（F5-9孔標高-168ｍ（深度173ｍ）付近）

断層面に見られる条線

F5-9孔位置図

F5-9孔～F5立坑断面図
条線の方向

：F5断層の条線方向

後谷背斜の背斜軸の方向

←：上盤側の変位方向
※走向・傾斜は偏角補正済み
シュミットネット下半球投影

（Ｆ5断層深部ボーリング）
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

Ｆ５断層粘土部のＥSＥ方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がＷNＷ方向へ向かう逆断層変位が推定される。

※研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。

F5-9研磨片観察結果

F5-9研磨片観察結果（赤枠内拡大）

（Ｆ5断層深部ボーリング Ｆ５-９孔研磨片）

F5-9研磨片観察位置
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

Ｆ５断層粘土部のＥSＥ方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がＷNＷ方向へ向かう逆断層変位が推定される。

F5-9薄片観察結果

F5-9薄片観察結果（赤枠内拡大）

（Ｆ5断層深部ボーリング Ｆ５-９孔薄片）



94

3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地近傍・敷地内ボーリング調査）

柏崎刈羽
原子力発電所

敷地北側の寺泊・西山丘陵南部には，ＮＥ

－ＳＷ方向の後谷背斜及び長嶺背斜が分布

し，両背斜間には真殿坂向斜が分布する。

敷地における地質調査結果によると，後谷

背斜及び真殿坂向斜は敷地に連続し，後谷

背斜は敷地中央部付近で，真殿坂向斜は敷

地の南端部付近でそれぞれ海域に達する。

（敷地近傍の地質・地質構造）

敷地近傍の地質構造図
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地近傍・敷地内ボーリング調査）
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真殿坂向斜

1000600400200
北-２測線位置図

後谷背斜 真殿坂向斜

真殿坂向斜は椎谷層及び西山層が向斜軸の北西側で急傾斜を示す非対称な向斜構造であり，

同向斜構造は古安田層及び大湊砂層等にほぼ水平に覆われている。

500ｍ 0 500 1000 1500

北－２測線反射法地震探査結果

（北－２測線調査結果）

新期砂層・沖積層

後谷背斜
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地近傍・敷地内ボーリング調査）

西山層

古安田層

番神砂層
大湊砂層

椎谷層

北－２測線ボーリング調査位置

北－２測線ボーリング調査結果

（北－２測線調査結果）

後谷背斜～真殿坂向斜付近にかけて，椎谷層及び西
山層を不整合に覆う地層は，阿多鳥浜テフラ（Ata-
Th）及び刈羽テフラ（y-1）を挟在することから，
中部更新統の古安田層である。
後谷背斜及び真殿坂向斜を横断する群列ボーリング
調査結果によると，阿多鳥浜テフラ，刈羽テフラ及
びその直上に分布する腐植層はほぼ水平に分布し，
古安田層以上の地層に椎谷層及び西山層に認められ
る褶曲構造に調和的な構造は認められない。
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地近傍・敷地内ボーリング調査）

敷地近傍及び敷地の褶曲構造については，褶曲構造を横断して実施したボーリング調査結果によると，上載

層である古安田層中に挟在する阿多鳥浜テフラ（約24万年前）等がほぼ水平に分布し，褶曲構造に調和的な

構造は認められない。

ｂ－ｂ’断面図

ａ－ａ’断面図

断面位置図

（敷地～敷地近傍調査結果）

新期砂層・沖積層
盛土・
埋め戻し土

盛土・埋め戻し土

盛土・埋め戻し土

盛土・埋め戻し土 盛土・埋め戻し土
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（立坑調査）

立坑調査結果によると，F５断層，高角度断層及び低角度断層が分布する。

壁面観察結果によると，F５断層は古安田層に逆断層による変位・変形を与えていない。

（Ｆ５立坑調査）

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.1 F５断層の評価 地質・地質構造（敷地近傍・敷地内ボーリング調査）

敷地内には褶曲運動に伴って形成された断層が複数分布しているが，いずれの断層

についても古安田層もしくは大湊砂層に変位・変形を与えていない。

敷地内の断層関係模式図

（敷地内の断層の活動性）

新期砂層・沖積層
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1. 調査内容

2. 敷地の地質・地質構造

3. 原子炉施設設置位置付近の断層
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② 地質・地質構造・・・ 82
③ 応力場 ・・・100
④ 総合検討 ・・・104
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① 地形 ・・・106
② 地質・地質構造・・・109
③ 応力場 ・・・138
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3.2.5.1 F５断層の評価 応力場（文献調査結果）

Yoshida et al.(2012)より抜粋 Miura et al. （2004）より抜粋

ＧＰＳ観測結果に基づいた東日本の主ひずみ
東日本の自然地震震源分布図

柏崎地域を含む東北日本は，概ね東西方向の圧縮応力による逆断層が卓越すること（Yoshida 

et al.，2012），GPS観測結果(Miura et al.，2004など)によって分析された主ひずみは概

ね東西方向の圧縮ひずみが卓越することから，敷地周辺は圧縮応力場と考えられる。

柏崎刈羽原子力発電所

柏崎刈羽原子力発電所

（柏崎周辺の応力場）
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3.2.5.1 F５断層の評価 応力場（測量結果）

「この地図の作成にあたっては，国土地理院長の承認を得て，同院発行の300万分の1日本とそ
の周辺及び100万分の1日本を使用したものである。（承認番号 平20業使，第226号）」

基準値

2004年10月24日00時00分
～2004年11月2日23時59分（平均）

比較値

2007年7月6日00時00分
～2007年7月15日23時59分（平均）

主ひずみ分布図

柏崎刈羽原子力発電所

（柏崎周辺の応力場）

ＧＰＳ観測結果によると，柏崎周辺

地域は概ね東西方向の圧縮ひずみが

卓越することから，敷地周辺は圧縮

応力場と考えられる。
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3.2.5.1 F５断層の評価 応力場（文献調査・地質調査結果）

岸ほか（1996）による柏崎及び周辺地域の褶曲形成史

（鮮新世～更新世の褶曲形成史）

褶曲は，軸の方向からWNW-ESE方

向の圧縮応力によって形成されたと

推定され，F５断層の条線の方向や運

動センスから想定される応力場と概

ね整合している。

岸・宮脇(1996)によると，敷地を

含む寺泊・西山丘陵の褶曲運動は約

150万年前以降停止しており，褶曲

運動の活発な場所は西から東へ移動

し，現在は信濃川左岸が活動域とさ

れている。

地質調査結果によると，敷地近傍及

び敷地の褶曲構造は古安田層に変

位・変形を与えていない。
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【地形】

リニアメントが判読されず，多数のボーリング調査の結果からも西山層上限面に系統的な標高

差などはないことから，F５断層全体が中期更新世以降に累積的な活動を行っているとは考えら

れない。

【地質・地質構造】

F５断層は敷地近傍・敷地の西山層の褶曲の成長に伴い形成され，褶曲の成長時期（前期更新

世）に逆断層として活動したと考えられるが，敷地近傍・敷地の褶曲運動は古安田層に変位・

変形を与えておらず，褶曲運動の停止とともにその活動を停止していると考えられる。

F5立坑壁面観察結果によると，F５断層は古安田層に逆断層による変位・変形を与えていない。

【応力場】

敷地周辺は圧縮応力場にあると考えられるが，敷地近傍・敷地の褶曲運動は停止しており，現

在は信濃川左岸が活発な活動域と考えられる。

以上のことから，地形，地質・地質構造及び応力場等を総合的に検討した結果，F5断層は，将

来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。
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3.2.5.1 F５断層の評価（総合検討）
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1. 調査内容

2. 敷地の地質・地質構造

3. 原子炉施設設置位置付近の断層

3.1 大湊側

3.1.1 概要

3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層

3.1.3 Ｖ系断層

3.1.4 Ｆ系断層

3.2 荒浜側

3.2.1 概要

3.2.2 Ｖ系断層

3.2.3 α・β断層

3.2.4 ①・②断層

3.2.5 Ｆ系断層

4. 耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造

4.1 西山層支持の施設

4.2 第四紀層支持の施設

3.2.5.1 Ｆ5断層の評価
① 地形 ・・・ 79
② 地質・地質構造・・・ 82
③ 応力場 ・・・100
④ 総合検討 ・・・104

3.2.5.2 一連の正断層の評価
① 地形 ・・・106
② 地質・地質構造・・・109
③ 応力場 ・・・138
④ 総合検討 ・・・140
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地形（文献調査・空中写真判読）

（敷地及び敷地近傍の変動地形）

[新編]日本の活断層（1991）や活断層デジタル
マップ（2002）等いずれの文献においても，敷
地及び敷地近傍にリニアメントは認められない。

空中写真判読の結果によると，敷地近傍の柏崎平
野周辺に分布する段丘面は，段丘面の標高，分布
形態，連続性，面の開析程度等により，高位から
H面群，MⅠ

+面，MⅠ面，MⅡ面及びLⅠ面に区分さ
れる。

最も広く分布する段丘面はMⅠ面である。

敷地及び敷地近傍にリニアメントは判読されない。

敷地及び敷地近傍の変動地形図
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地形（古地形）

西山層上限面は，F５断層を境して系統的な地形の屈曲や段差などが認められないことから，

F５断層の中期更新世以降の累積的な断層活動は推定されない。

西山層上限面とＦ5断層の分布
◯：ボーリング孔

（西山層上限面）

○：ボーリング孔○

（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査を反映）
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1. 調査内容

2. 敷地の地質・地質構造

3. 原子炉施設設置位置付近の断層

3.1 大湊側

3.1.1 概要

3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層

3.1.3 Ｖ系断層

3.1.4 Ｆ系断層

3.2 荒浜側

3.2.1 概要

3.2.2 Ｖ系断層

3.2.3 α・β断層

3.2.4 ①・②断層

3.2.5 Ｆ系断層

4. 耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造

4.1 西山層支持の施設

4.2 第四紀層支持の施設

3.2.5.1 Ｆ5断層の評価
① 地形 ・・・ 79
② 地質・地質構造・・・ 82
③ 応力場 ・・・100
④ 総合検討 ・・・104

3.2.5.2 一連の正断層の評価
① 地形 ・・・106
② 地質・地質構造・・・109
③ 応力場 ・・・138
④ 総合検討 ・・・140
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑調査）

Ｆ５立坑ボーリング調査

古安田層中の高角度断層，低角度断層及び条線がＮ

Ｅ－ＳＷ～Ｎ－Ｓ方向を示すＦ５断層の活動性を評

価するため，ボーリング調査を行った。

→ＮＳ←

盛土・埋戻土

古安田層

西山層

KktKkt

Ata-Th→

Ｆ５立坑ボーリング配置図

（Ｆ５立坑調査）

（等高線は西山層上限面を示す）

標高
（m）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑調査）

F５断層が古安田層と接する位置付近において，南傾斜・北傾斜の共役な高角度断層

及び低角度断層が分布している。

（Ｆ５立坑調査（横坑部））

東壁拡大スケッチ

西壁拡大スケッチ

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑調査）

古安田層中の高角度断層は，F５断層の直上に北傾斜と南傾斜の正断層としてＶ字状に分布し，

その間の地層が落ち込んでいる。

高角度断層の鉛直変位量は，南傾斜の断層が大きく，最大で約40cm程度である。

（Ｆ５立坑調査（西壁））

Ｆ５立坑概略位置図 Ｆ５横坑部形状図

Ｆ５横坑部西壁16―19基 写真 Ｆ５横坑部西壁16―19基 地質スケッチ
（平成26年9月～12月）

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑調査）

西山層（岩盤）Ｆ5断層

（Ｆ５立坑調査（東壁））

古安田層中の高角度断層は，F５断層の直上に北傾斜と南傾斜の正断層としてＶ字状に分布し，

その間の地層が落ち込んでいる。

Ｆ５立坑概略位置図 Ｆ５横坑部形状図

Ｆ５横坑部東壁16―19基 写真 Ｆ５横坑部東壁16―19基 地質スケッチ
（平成26年9月～12月）

※走向・傾斜は偏角補正済み



立坑調査において，F５断層は①褶曲軸に高角度で交差する方向（NNW-SSE～E-W方向），

②Ｆ５断層の最大傾斜方向（NE-SW～N-S方向）の2方向の条線が認められる。

②については，現在の応力場から期待される条線の方向とは異なっており，F5横坑部に分布する高角度断層及び低角度断層の条線の方向と概ね一致している。

壁面観察及び研磨片・薄片観察結果によると，これら断層（F5断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）の運動センスはいずれも正断層センス

であり，条線の方向及び運動センスが一致することから，一連の正断層として活動したと判断される。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

：F5断層(条線がNNW-SSE～E-W方向，逆断層センス)
：F5断層(条線がNE-SW～N-S方向，正断層センス)
：低角度断層（正断層センス）
：高角度断層（正断層センス）

試料採取位置

マイクロスコープ
条線観察用試料採取位置

Ｆ５断層のマイクロスコープ写真

：NNW-SSE～E-W方向の条線がみられる範囲
（薄片観察の結果，逆断層センスを示す）
：NE-SW～N-S方向の条線がみられる範囲
（薄片観察の結果，正断層センスを示す）

（Ｆ５立坑横坑部）

①
②

①

②

シュミットネット下半球投影

②条線の方向がＦ５断層の最大傾斜方向を示すF5断層，
高角度断層及び低角度断層の走向・傾斜と条線方向

：現在の広域応力場

：現在の広域応力場から期待
される条線のおおよその方向

：F5断層（NE-SW～N-S方向の条線）
：低角度断層
：高角度断層

←：上盤側の変位方向

後谷背斜の背斜軸の方向

②

Ｆ５断層の最大
傾斜方向

Ｆ５立坑概略位置図 Ｆ５横坑部形状図

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

※研磨片及び薄片は，断層面

に直交，かつ条線に平行な面

で観察した。

Ｆ５断層粘土部のNE方向下がりの細片

の長軸方向の配列がP面と判断され，

断層面との配置から，上盤側がSW方

向へ向かう正断層変位が推定される。

（Ｆ５-１Ｂ 研磨片）

F5-1B研磨片観察位置
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

Ｆ５断層粘土部のNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の

配列がP面と判断され，断層面との配置から，上盤側が

SW方向へ向かう正断層変位が推定される。

（Ｆ５-１Ｂ 薄片（その１））
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

低角度断層上盤側のNNE方向下がりの砂粒子の配列及び褐色シルト層がP面と判断され，

断層面との配置から，上盤側がSSW方向へ向かう正断層変位が推定される。

（低角度１研磨片）

※研磨片及び薄片は，断層

面に直交，かつ条線に平行

な面で観察した。

低角度断層１研磨片観察位置
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（断層の条線・研磨片及び薄片観察）

低角度断層上盤側のNNE方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列及び石英粒子の長軸の配列が

P面と判断され，断層面との配置から，上盤側がSSW方向へ向かう正断層変位が推定される。

（低角度１薄片（その１） ）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（文献調査）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

複数の文献において，基盤の正断層変位によって断層と上載層の接する位置付近に共役な

正断層が形成され，中央が落ち込む形態を示すことが実験によって示されている。

一連の正断層の形態は，上記文献で示された断層と非常によく似ており，同様のメカニズ

ムによって形成された可能性がある。

上田ほか（1999）より抜粋

Withjack,M.O.,and Callaway,J.S.,（2000）を反転・追記

Dry sand

Wet clay

（模型実験との比較）

a

a Figure 11c
Model 10

4 cm

4 cm

Model 3

断層形態の模式図
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（文献調査）

高角度断層

古安田層

低角度断層

Ｆ5断層

西山層

Ｆ５立坑横坑部東壁16-19基地質スケッチ
（平成26年9月～12月）

• シンセティックな断層（基盤の断層と同じ
方向に傾斜した副次断層）が発達後，アン
チセティック（基盤の断層と反対に傾斜し
た副次断層）な断層も形成される。

• 基盤の断層から，新たなシンセティック
な断層が成長，発達する。

• 最初に形成されたシンセティックな断層
とアンチセティックな断層の間の地盤（
地溝部）において，断層群の成長が顕著
である。

• 一方，最初に形成されたシンセティック
な断層の下盤側においては，断層群の発
達は認められない。

• シンセティックな断層は，雁行状の配
列が認められるものの，アンチセティ
ックな断層のようなステップする構造
は認められない。

断層の成長過程を示す実験結果によると，基盤の断層の変位量が

大きくなると，シンセティックな断層の上盤側に新たなシンセ

ティックな断層の形成が認められる。

F５断層の壁面観察結果によると，南傾斜高角度断層の上盤側に位

置の異なる複数のシンセティックな断層はないことから，高角度

断層の形成以降の活動はないと判断される。

15° 15°

（上田ほか（1999）の実験データの提供を受けて作成）

NNE← →SSW

（模型実験との比較）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（一連の正断層の分布）

Ｆ系断層は，WNW-ESE走向で南に緩く傾斜する西山層の

層理面に平行な断層で，Ｆ５断層が分布する。

平均幅5cm程度の破砕部及び平均幅6.6cm程度の黒色粘土

を伴う。

試掘坑（標高-39ｍ付近，西山層の被り約10ｍ）における

F５断層の条線の方向は，Ｆ5立坑にみられた一連の正断層

の条線の方向と異なる。

Ｆ５断層の条線方向

Ｆ５断層（Ｆ５ 試料採取坑）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

ノジュール

破砕部

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

破砕部

（Ｆ5断層試掘坑調査）

※断層の走向傾斜は
代表的な値を表記

Ｆ５断層の条線方向●
Ｆ５断層（N69W16S）

シュミットネット下半球投影

後谷背斜の背斜軸の方向

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ５断層の分布と性状
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（一連の正断層の分布）

深部（標高-168ｍ付近）のF５断層の条線は，褶曲軸に高角度で交差する方向を示し，研磨片・薄片観察結

果によると，その運動センスは逆断層センスを示す。

断層面に見られる条線

F5-9孔位置図

F5-9孔～F5立坑断面図

（Ｆ5断層深部ボーリング）
粘土

Ｆ５断層のコア写真（F5-9孔標高-168ｍ（深度173ｍ）付近) 

条線方向

：F5断層の条線方向

後谷背斜の背斜軸の方向

←：上盤側の変位方向
シュミットネット下半球投影



123

3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（一連の正断層の分布）

Ｆ５断層粘土部のＥSＥ方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がＷNＷ方向へ向かう逆断層変位が推定される。

※研磨片及び薄片は，断層面に直交，

かつ条線に平行な面で観察した。

F5-9研磨片観察結果

F5-9研磨片観察結果（赤枠内拡大）

（Ｆ5断層深部ボーリング Ｆ５-９孔研磨片）

F5-9研磨片観察位置
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（一連の正断層の分布）

Ｆ５断層粘土部のＥSＥ方向下がりの系統的な粘土鉱物の配列がP面と判断され，断層面との配置から，

上盤側がＷNＷ方向へ向かう逆断層変位が推定される。

F5-9薄片観察結果

F5-9薄片観察結果（赤枠内拡大）

（Ｆ5断層深部ボーリング Ｆ５-９孔薄片）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑ボーリング調査）

Ｆ5-7孔（標高-26.51ｍ）

高角度断層
傾斜60°
変位量：1.3cm

※断層面は平滑。
レンズ状腐植物に正断
層変位を与えている。

高角度断層
傾斜55°
変位量：コア範囲以上

※断層面は平滑。
断層上盤側には腐植物が
点在するが，下盤側には
ほとんど見られず，上下
盤の層相が対応しない。

Ｆ5-5孔（標高-36.75ｍ）

Ｆ5-5孔（標高-40.36ｍ）

低角度断層
傾斜0°
変位量：不明

※断層面は平滑。
古安田層と西山層の境界
部に位置する。

Ｆ5立坑近傍におけるボーリング調査結果によると，標高-15ｍ～-40ｍ間に西山層を不整合に覆う古安田層

は，シルト層を主体とし砂層，腐植層等を挟在する。

F５断層の上載層は，加久藤テフラ（約33～34万年前）と阿多鳥浜テフラ（約24万年前）を挟在すること

から，MIS9からMIS7の堆積物（古安田層）と判断される。

ボーリングコアで認められた古安田層中の断層を赤丸，青丸及び黒丸で示す。

3.5

2
5

2
2

2
1.3

2

4.51
1.1

0.5
10

1.5

※○の添え字は変位量（㎝）を示す。

MIS7堆積物中に
断層はない。

Ata-Th

Kkt Kkt Kkt

（Ｆ５立坑ボーリング調査結果）

F5立坑ボーリング調査結果
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑ボーリング調査）

F5-6 F5-10F5-5 F5-7S← F5-4 F5-11 F5-8F5-3F5-2 →NF5-5’ F5-7’

MIS7堆積物中に
断層はない。

※●の添え字は変位量（㎝）を示す。

（Ｆ５立坑ボーリング調査結果 断層の連続性及び変位量）

その結果，高角度断層と低角度断層は標高-30m付近のMIS9堆積物中で止まっていると判断される。

一連の正断層に伴う上載層の変位・変形は，標高-30m付近よりも深部で明瞭に認められ，それらの大きさは横坑部で観察さ

れた変位の大きさと同程度（40㎝～70㎝）である。

標高-30m付近より浅い場所の断層は，変位量が5cm程度以下と極めて小さく，地層の勾配からも標高-30m以浅の上載層に

一連の正断層による変位・変形は認められず，また，MIS7堆積物に断層はない。

これらのボーリング孔ではボア

ホールテレビ観察が困難である

ため断層の走向・傾斜は不明で

あるが，断層の走向が同じと仮

定した上で，さらに以下の内容

を基にして高角度断層と低角度

断層の連続性を評価した。

・横坑部に分布する断層の延長

上のボーリング孔に断層が認め

られ，断層の傾斜が矛盾なく，

変位量が横坑部と同程度あるい

はコアの観察範囲を超える場合

は，断層が連続すると評価する。

・推定断層の上方延長の地層の

傾斜がほぼ水平または地層の勾

配方向と断層変位センスが整合

しない場合は，当該地層を超え

て断層は連続しないと評価する。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（F5立坑ボーリング調査）

断層の影響を受けていない横坑支保工３基～１３基において古安田層中の勾配を測定した。

古安田層の勾配は平均５０‰程度であり，同程度の勾配は断層の影響を受けていないと考えられるが，ここでは安全側に，

２５‰以下の地層の勾配は断層の変位・変形を受けていないことの目安とした。

その結果，標高約-３０ｍ以深の古安田層は勾配が１００‰を超える箇所が連続して認められるものの，これ以浅の地層の勾配

は概ね２５‰以下であり，標高ｰ３０ｍ以浅の地層に一連の正断層の活動による変位・変形は認められないと判断される。

Ｆ５横坑壁面における古安田層の勾配(‰)（P73参照）

長さ1~1.7m間の古安田層の勾配（‰）
→平均５０‰程度

1.5

0.5
10

1
1.1

4.5

2

2

1.3
3.5

2
5

2
2

地
層

の
勾

配
が

ほ
ぼ

水
平

地
層

の
勾

配
が

水
平

で
な

い

（正数：北傾斜，負数：南傾斜）

(基)

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

Ｆ５立坑近傍の層相境界勾配分布図 ※○の添え字は変位量（㎝）を示す。

-40

-30

MIS7堆積物中に
断層はない。

（Ｆ5立坑ボーリング調査結果 地層の連続性）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（ F5立坑ボーリング調査のまとめ）

一連の正断層（F５断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，ボーリングコアによる断層の分布や上載

層の連続性などの状況から，標高-30m付近のMIS9堆積物中で止まっていると判断される。

一連の正断層に伴う上載層の変位・変形は，標高-30m付近よりも深部で明瞭に認められ，それらの大きさは横坑部で観

察された変位の大きさと同程度である。

一方，標高-30m付近より浅い場所の断層は，変位量が5cm程度以下と極めて小さく，地層の勾配からも標高-30m以浅

の上載層に一連の正断層による変位・変形は認められず，また，MIS7堆積物に断層はない。

以上より，一連の正断層はMIS9堆積物の途中まで変位・変形を与えているものの，標高-30m付近より上位のMIS9及び

MIS7の堆積物に変位・変形を与えていないと判断される。

変
位

・
変

形
が

認
め

ら
れ

な
い

区
間

変
位

・
変

形
が

認
め

ら
れ

る
区

間

Ｆ５立坑近傍の層相対比図

Ata-Th（阿多鳥浜テフラ）
Kkt（加久藤テフラ）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査位置）

調査位置及び西山層上限等高線図

F５断層は，荒浜側防潮堤の下に分布する。荒浜側防潮堤は，耐震重要施設に該当し，西山層に杭基礎で岩着している。

荒浜側防潮堤付近のＦ５断層の活動性を確認するため，ボーリング調査を実施した。

（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査を反映）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のＦ５断層の性状）

F５断層は，F5-16孔の標高-35.1ｍ付近及びF5-17孔の標高-37.0ｍ付近の西山層中に分布する。

F5断層は，黒色粘土を伴い，走向・傾斜がN68W18Sを示し層理面に平行であり，既往ボーリングデータ

によるＦ５断層等高線図と分布標高が調和的である。

Ｆ5断層（Ｆ5 試掘坑）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

ノジュール

破砕部

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

破砕部

10cm
調査位置及びＦ5断層等高線図

追加ボーリング調査位置

Ｆ5断層（Ｆ5-17孔標高-36.99ｍ付近）

西山層

黒色粘土

西山層（割れ目発達）

西山層

走向・傾斜：N68W18S

走向・傾斜：N54W20S

深度42.30ｍ
標高-36.99ｍ

試掘坑位置

※走向・傾斜は偏角補正済み



Ａ

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

写真位置
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近の地質）

F5-14孔
標高-31.5~-31.9m

シルト，砂礫

F5-15孔
標高-29.2~-29.5m

シルト

F5-13孔
標高-28.8~-29.2m

砂

F5-17孔
標高-20.9~-21.2m

腐植質シルト

古安田層は，標高-14ｍ～-34ｍ間に西

山層を不整合に覆い，シルト層を主体と

し砂層，腐植層等を挟在する。

また，新期砂層・沖積層は，古安田層を

不整合に覆い，砂層を主体とする。

古安田層中には，不整合が認められるこ

とから，MIS9堆積物とこれを不整合に

覆うMIS7堆積物からなると考えられる。

F５断層は，F5-16孔の標高-35.1ｍ付

近及びF5-17孔の標高-37.0ｍ付近の

西山層中に分布する。

F5-14孔
標高-29.1m

MIS7/MIS9不整合面

不整合面

Ａ
Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ

Np-6，Nt-15：西山層の鍵層

正断層の分布



Ｂ断面図
（縦：横 ＝ ２：１）

砂~砂礫層砂~砂礫層
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のＦ５断層上載層の年代）

Ａ断面の＃４-3孔，＃4-5孔，#4-7孔並びに４号炉南東側のＢ断面のF5-1孔，#4孔では，

この砂～砂礫層の上位の標高-11ｍ～-14ｍ付近に細粒火山灰が分布する。これらの細粒火

山灰はいずれも細粒ガラス質で広域テフラの特徴を有し，Ｂ断面のF5-1孔及び#4孔におい

て確認されている阿多鳥浜テフラ（Ata-Th:約24万年前）に対比される。また，Ｂ断面の

F5-2孔では砂～砂礫層の下位に加久藤テフラ（Kkt：約33～34万年前）が分布している。

以上のことから，ボーリング地点における上載層の堆積年代はMIS9～MIS7に対比されると

判断される。

ボーリング位置及び地質断面位置図
：今回実施したボーリング ：既往ボーリング

F5-13～17孔の標高-26ｍ～-33ｍ付近には比較的厚い砂層が分

布している。この砂層は南西側のＡ断面の3S-20孔，#4-3～8孔

の標高ｰ20ｍ～-26ｍ付近の砂～砂礫層に対比される。

A断面図 （縦：横 ＝ ２：１）

砂~砂礫層

（等高線は西山層上限面を示す）

火山灰の分布層準

（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査を反映）
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近の古安田層の地質・地質構造）

MIS７堆積物には，比較的明瞭に対比可能な７層準（①～⑦）が認められる。

MIS7堆積物からなる古安田層基底と下部は，概ね南に傾斜する堆積面を形成し，これらを覆うようにMIS7の

腐植質シルト及び腐植混じりシルトが水平に堆積している。

腐植質シルト（上位）と
シルト質中～細粒砂層（下位）

の境界

腐植質シルト（上位）と
明灰色シルト層（下位）の境界

明灰色シルト薄層の下限

腐植混じりシルト（極細粒
砂薄層を挟在）（上位）と

腐植質シルト（下位）の境界

シルト質細粒砂
（炭質物が散在）の下限

明灰色シルト薄層の下限

黄褐色シルト（上位）と
腐植質シルト（下位）の境界

⑥

④

②

①

⑦

⑤

③

F5-17 F5-16 F5-13 F5-14 F5-15

SW NE

標高(m)

写真位置

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｆ

Ｅ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Np-6，Nt-15：西山層の鍵層
荒浜側防潮堤付近の地質断面図
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近の古安田層の帯磁率）

各堆積物の帯磁率は，砂礫及び砂が100～

1200程度，シルト～腐植質シルトは100以下

という傾向を示す。

帯磁率の測定結果は層相区分と整合的である。

帯磁率測定結果

F5-13 F5-14
標高

（m）

F5-13・14
帯磁率測定位置

右図拡大範囲
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のＦ5断層の運動像）

条線方向：7L

F5-16条線①（下盤側から）

N61W

22S

F5-17孔 Ｆ５断層の走向・傾斜
N68W18S

N68
W18S

条線方向：54R

F5-17条線②（上盤側から）

18S

N68W

F5-16孔 Ｆ５断層の走向・傾斜
N61W22S

N61W

22S

条線方向：21R

F5-16条線②（上盤側から）

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層の条線の方向は，いずれも褶

曲軸に高角度で交差する方向を示し，試掘坑，Ｆ５立坑及びF5-9孔で観察

された逆断層センスを示す条線の方向と調和しており，褶曲運動に伴う層

面すべり断層の運動像と一致する。

F5立坑に見られたF5断層の最大傾斜方向の条線は認められないことから，

荒浜側防潮堤付近では，F5立坑に見られたような一連の正断層はないと判

断される。

西山層

黒色粘土

西山層

西山層

走向・傾斜
N68W18S

走向・傾斜
N54W20S

深度42.30ｍ
標高-36.99ｍ

F5-17条線①

F5-17条線②

西山層

（割れ目発達）

西山層
（割れ目発達）

走向・傾斜
N61W22S

深度40.49ｍ
標高-35.11ｍ

F5-16条線①

F5-16条線②
灰色粘土

Ｆ5断層（Ｆ5-17孔深度42.3ｍ付近） Ｆ5断層（Ｆ5-16孔深度40.45ｍ付近）

調査地周辺のＦ5断層
の代表的な走向・傾斜
：N50W20S

シュミットネット下半球投影

Ｆ５断層条線方向（F5-16孔・F5-17孔）

背斜軸の方向

●：Ｆ5断層の条線方向
(矢印は上盤側の変位方向)

F5-17 F5-16 F5-13

条線観察箇所

西山層

古安田層

-40

-30

標高
(m)

：F5断層
（NE-SW～N-S方向の条線）
：低角度断層
：高角度断層

（参考）

条線方向が褶曲軸に高角度な方向を示すF5断層

シュミットネット下半球投影 シュミットネット下半球投影シュミットネット下半球投影

（試掘坑） （F5立坑） （F5-9孔）

シュミットネット下半球投影

（F5立坑）

18S

F5-17条線①（下盤側から）

条線方向：58R N68W

条線の方向がF5断層の最大傾斜方向を示すF5断層，
高角度断層及び低角度断層の走向・傾斜と条線方向

Ｆ５断層の最大
傾斜方向

Ｆ５断層の最大
傾斜方向

※走向・傾斜は偏角補正済み

※走向・傾斜は偏角補正済み

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のＦ5断層の運動像）

F5-17孔 Ｆ５断層の最新面近接
条線③（下盤側から）

Ｆ５断層の走向・傾斜 N68W18S

調査地周辺のＦ5断層
の代表的な走向・傾斜
：N50W20S

シュミットネット下半球投影

Ｆ５断層条線方向（F5-16孔・F5-17孔）

F5-17 F5-16 F5-13

条線観察箇所

西山層

古安田層

-40

-30

標高
(m)

Ｆ５断層（Ｆ5-17孔深度42.3ｍ付近）

西山層

黒色粘土

西山層

西山層

走向・傾斜
N68W18S

走向・傾斜
N54W20S

深度42.30ｍ
標高-36.99ｍ

F5-17条線①

F5-17条線②

F5-17条線③

N68W

18S

条線方向：33R

F5-17孔
Ｆ５断層の最新面（下盤側から）

F５断層の最新面

F5-1７孔のコアを割ってF５断層の条線を観察した結果，

褶曲軸に高角度で交差する方向の条線が認められる。

F5立坑に見られたようなF５断層の最大傾斜方向の条線は

認められない。

背斜軸の方向

●：Ｆ5断層の条線方向
(矢印は上盤側の変位方向)

Ｆ５断層の最大
傾斜方向

※走向・傾斜は偏角補正済み
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 地質・地質構造（荒浜側防潮堤付近のボーリング調査のまとめ）

荒浜側防潮堤付近で実施したボーリング調査結果によると， F５断層は，F5-16孔

の標高-35.1ｍ付近及びF5-17孔の標高-37.0ｍ付近の西山層中に分布する。

F5断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこれを不整合に覆うMIS7堆積物から

なる。

MIS7堆積物下部は，概ね南に傾斜する堆積面を形成し，これらを覆うようにMIS7

の腐植質シルト及び腐植混じりシルトが水平に堆積している。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層の条線の方向は，いずれも褶曲軸に高

角度で交差する方向を示し，試掘坑，Ｆ５立坑及びF5-9孔で観察された逆断層セ

ンスを示す条線の方向と調和しており，褶曲運動に伴う層面すべり断層の運動像と

一致する。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層には，F5立坑で見られたF5断層の最

大傾斜方向の条線は認められないことから，荒浜側防潮堤付近では，F5立坑に見ら

れたような一連の正断層はなく，また，古安田層中にF5断層に関連する断層もない。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価 応力場

柏崎地域を含む東北日本は，概ね東西方向の圧縮応力による逆断層が卓越すること（Yoshida 

et al.(2012)），GPS観測結果(Miura et al.(2004)など)によって分析された主ひずみは概ね

東西方向の圧縮ひずみが卓越することから，敷地周辺は圧縮応力場と考えられる。

ＧＰＳ観測結果によると，柏崎周辺地域は概ね東西方向の圧縮ひずみが卓越することから，敷

地周辺は圧縮応力場と考えられる。

岸・宮脇(1996)によると，敷地を含む寺泊・西山丘陵の褶曲運動は約150万年前以降停止し

ており，褶曲運動の活発な場所は西から東へ移動し，現在は信濃川左岸が活動域とされている。

地質調査結果によると，敷地近傍及び敷地の褶曲構造は古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから，敷地周辺は圧縮応力場にあると考えられるが，敷地近傍・敷地の褶曲運動は

停止しており，層面すべり断層が構造運動に伴って正断層として活動することはないと考えら

れる。

（柏崎周辺の応力場）
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【地形】

リニアメントが判読されず，多数のボーリング調査の結果からも西山層上限面に系統的な標高差などは認められないことから

F５断層全体が中期更新世以降に累積的な活動を行っているとは考えられない。

【地質・地質構造】

（F5立坑）

F5断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこれを不整合に覆うMIS7堆積物からなる。

F5断層が古安田層と接する位置付近において，南傾斜・北傾斜の共役な高角度断層及び低角度断層が分布し，壁面観察結果及

び研磨片・薄片観察結果から，F５断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層は一連の正断層として活動したと判

断される。

試掘坑及びF５断層深部における条線・断層の運動センスから，正断層センスの運動は認められず，一連の正断層としての活動

は表層に限定されたものである。

一連の正断層（F5断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，群列ボーリング調査結果によると標高-30m

付近のMIS9堆積物まで変位・変形を与えているものの，標高-30m以浅のMIS9堆積物からMIS7堆積物に変位・変形を与え

ていない。

（荒浜側防潮堤）

F5断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこれを不整合に覆うMIS7堆積物からなる。

MIS7堆積物下部は，概ね南に傾斜する堆積面を形成し，これらを覆うようにMIS7の腐植質シルト及び腐植混じりシルトが水

平に堆積している。

荒浜側防潮堤付近で実施した群列ボーリング調査結果によると，F5-16孔の標高-35.1ｍ付近及びF5-17孔の

標高-37.0ｍ付近の西山層中にF５断層が分布する。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層の条線の方向は，いずれも褶曲軸に高角度で交差する方向を示し，試掘坑，Ｆ５

立坑及びF5-9孔で確認された逆断層センスを示す条線の方向と調和しており，褶曲運動に伴う層面すべり断層の運動像と一

致する。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層には，F5立坑で見られたF5断層の最大傾斜方向の条線は認められないことから，

荒浜側防潮堤付近では，F5立坑に見られたような一連の正断層はなく，また，古安田層中にF5断層に関連する断層もない。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価（総合検討）



【応力場】

敷地周辺は圧縮応力場にあると考えられるが，敷地近傍・敷地の褶曲運動は停止しており，層面すべり断層

が構造運動に伴って正断層として活動することはないと考えられる。

以上のことから，地形，地質・地質構造及び応力場等を総合的に検討した結果，一連の正断層（F5断層の最

大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，本変更申請における耐震重要施設等の下には存在しな

いことを確認した。また、深部への連続性がないことから震源として考慮する活断層ではないと判断される。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価（総合検討）
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3.2 小括（荒浜側）

荒浜側の西山層中に分布する断層の性状及び活動性

粘土幅（cm） 破砕幅（cm） センス 変位量（ｍ）

3Ｖ-1断層 N26W80W
f～0.75

[0.1]
0～44
[15]

正 約4.6

3Ｖ-2断層 N19W67W ｆ
3～33
[15]

正 約5.3

近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は約6.3ｍ。
南東延長のA-S坑には当該断層の分布は確
認されない。

3Ｖ-3断層 N35W80W
ｆ～0.1

[ｆ]
2～16

[8]
正 約4.0

南東延長のA-S坑には当該断層の分布は確
認されない。

3Ｖ-4断層 N15W73W
ｆ～0.15

[ｆ]
0～28

[8]
正 約3.1 ①断層に切られる。

3Ｖ-5断層 N36W69E
ｆ～0.1

[ｆ]
1～32
[13]

正 約1.1

Ｆ系断層 Ｆ5断層 N69W16S
0.5～18

[6.6]
0～40

[5]
－ －

F5立坑において，古安田層に逆断
層的な変位・変形を与えていない。

Ｆ5立坑調査で確認されたＦ5断層，一連の正

断層センスの活動については，F5立坑付近
のボーリング調査において，MIS7の古安田層
に変位・変形を与えていない。

①断層 N49W50E
ｆ～0.4
[0.1]

270～300
[280]

正 約29 3Ｖ-4断層を切る。

②断層 N47W81W
ｆ～0.1

[ｆ]
180～310

[220]
正 約29

※断層の走向は偏角補正済
　[ ]の数値は平均値
　ｆ：フィルム状

①断層及び②断層は，側方断層を
介して連続する一連の断層と判断。
①断層は，①坑において古安田層
に変位・変形を与えていない。

１号炉北側法面において，古安田
層中で止まっており，大湊砂層基底
面に変位・変形を与えていない。

１号炉北側法面及び1号炉8ｍ坑に
おいて，古安田層中で止まってお
り，大湊砂層基底面に変位・変形を
与えていない。

最大変位量（約6.2ｍ）は２号炉基礎掘削南
側壁面のデータによる。

最大変位量（約7.2ｍ）は２号炉基礎掘削南
側壁面のデータによる。

①・②断層は互いに連続し，平面的には環状

を呈し，断面的にはＦ5断層より下位には連続

しない。
変位センスは南東側側方断層では逆断層性
を示す。

分類 断層名 走向傾斜
破砕帯の規模 変位

破砕帯の規模，変位量及び連続性
から，3V-1断層を荒浜側V系断層
の代表と判断。
3V-1断層は，3V-1坑において古
安田層に変位・変形を与えていな
い。

α断層

β断層

N13E84E

N12E83E

備考

Ｖ系断層

①・②断層

活動時期

α・β断層

切り合い関係

NW-SE走向高角度小断層と分岐・
合流関係にある。

0.1～2

0.1～4

0～50

0～50

正

正

約6.2

約7.2
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3.2 小括（荒浜側）
荒浜側の敷地に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），西山層の

層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾斜の①断層とＮＷ－ＳＥ走

向で高角度南西傾斜の②断層（両断層は側方断層に連続し，環状を呈する），及びＮＮＥ－

ＳＳＷ走向で高角度東傾斜のα・β断層に分類できる。

【V系断層，α・β断層，①・②断層】

断層性状（破砕幅，変位量等）に基づき，V系断層は３V-1断層が代表性を有する断層と評価

される。

試掘坑による追跡調査の結果，3V-1断層及び①断層はそれぞれ古安田層に変位・変形を与え

ていない。α・β断層は１号炉北側法面において古安田層中に連続するものの，古安田層中の

低角度小断層で止まっており，これより上位には延びておらず，大湊砂層には変位・変形を与

えていない。

以上のことから，これらの断層は少なくとも古安田層堆積終了以降の活動は認められず，将来

活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

【F系断層】

地形，地質構造及び応力場等を総合的に検討した結果，F5断層及び一連の正断層は将来活動

する可能性のある断層等ではないと判断される。
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３．まとめ（敷地内の断層関係模式図）

敷地内の断層関係模式図

大湊側及び荒浜側の敷地に分布する原子炉施設設置位置付近の断層については，
少なくとも古安田層堆積終了以降の活動は認められず，将来活動する可能性のあ
る断層等ではないと判断される。

新期砂層・沖積層
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4.耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造
敷地内に設置される耐震重要施設及び重大事故等対処施設は，①西山層に直接基礎で岩着させるもの，②西山層に杭基礎で岩着
させるもの，③第四紀層に直接基礎で設置させるものに分類される。新規制基準ではこれら施設を「将来活動する可能性のある
断層等の露頭が無いことを確認した地盤に設置すること」とされている。

したがって，①及び②の施設については西山層に，③の施設については施設を設置する第四紀層に「将来活動する可能性のある
断層等の露頭が無いことを確認」する。 1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

敷地内の地質構造図
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4.1 西山層支持の施設（1）
西山層に支持される施設には，下図に示す通り，原子炉建屋や廃棄物処理建屋等がある。

地質調査結果より，西山層にみられる褶曲構造は少なくとも古安田層堆積終了以降の活動が認められないこ

と，主要な断層の活動性については，試掘坑及び立坑調査などにより少なくとも古安田層堆積終了以降の活

動が認められないことを確認していることから，西山層に支持される施設下に将来活動する可能性のある断

層等はないと判断される。 西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

敷地内の地質構造図
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4.1 西山層支持の施設（2）－大湊側の施設－

西山層支持施設のうち，大湊側には耐震重要施設のタービン建屋，コントロール建屋及び軽油

タンク，並びに重大事故等対処施設の廃棄物処理建屋，格納容器圧力逃がし装置及び常設代替

交流電源設備は，原子炉建屋の極近傍に位置している。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置図
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4.1 西山層支持の施設（3）－６号炉汀線直交断面－

西山層中にF1～ F4，V2，

Vc，L1，L2断層が分布し

ている。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

断面位置図 廃棄物
処理建屋

コントロール建屋

新期砂層・沖積層(Ｃ)

盛土・埋め戻し土

断面図（Ａ－Ａ’）
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4.1 西山層支持の施設（4）－７号炉汀線直交断面－

断面位置図
西山層中にF1～ F3，Va，

Vb，L1，L2断層が分布し

ている。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

常設代替交流電源設備

新期砂層・沖積層(Ｃ)
盛土・埋め戻し土

断面図（Ｂ－Ｂ’）
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4.1 西山層支持の施設（5）－６･７号炉汀線平行断面－

西山層中にF1～ F3，V1，

V2， Va～ Vｃ ， L1，

L2断層が分布している。

常設代替交流電源設備

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

断面位置図

新期砂層・沖積層(Ｃ)
盛土・埋め戻し土

断面図（Ｃ－Ｃ’）
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4.1 西山層支持の施設（6）－荒浜側の施設－

西山層支持施設のうち，荒浜側には防潮堤及び３号炉原子炉建屋内緊急時対策

所が位置している。

断面位置図

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤
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4.1 西山層支持の施設（7）－3号炉汀線直交断面－

西山層中にF5 ，

3V-1～ 3V-5，

①断層が分布して

いる。

断面位置図

新期砂層・沖積層

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤



断面位置図
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4.1 西山層支持の施設（8）－3号炉汀線平行断面－

西山層中にF5 ，3V-1～ 3V-5，①・②断層が分布している。

新期砂層・沖積層

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤
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4.1 西山層支持の施設（9）－荒浜側防潮堤 Ａ-B，B-Ｃ断面 －

西山層を覆う古安田層は，主

に上部が砂層，下部がシルト

層からなり，これらの地層は

断面方向に連続して分布して

おり，断層は推定されない。

Ａ

荒浜側防潮堤断面図（Ａ－Ｂ）

荒浜側防潮堤断面図（Ｂ－Ｃ）

盛土・埋め戻し土

断面図位置図

西山層

西山層

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ
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4.1 西山層支持の施設（10）－荒浜側防潮堤 Ｃ-D，D-Ｅ断面 －

西山層を覆う古安田層は，主に

上部が砂層，下部がシルト層か

らなり，これらの地層は断面方

向に連続して分布していること，

C-D間においては標高-10ｍ付

近に火山灰層が連続して分布し

ていることから，断層は推定さ

れない。

荒浜側防潮堤断面図（Ｃ－Ｄ）

荒浜側防潮堤断面図（Ｄ－Ｅ）

盛土・埋め戻し土

西山層

西山層

Ａ

断面図位置図

Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ
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4.2 第四紀層支持の施設

第四紀層に支持される施設には，貯留堰と取水路がある。
第四紀層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.３号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

1-6.荒浜側防潮堤

敷地内の地質構造図
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4.2 第四紀層支持の施設（取水路及び貯留堰の地盤）

取水路及び貯留堰の断面位置図

西山層を不整合に覆う古安田層は，砂層及び礫層をレンズ状に挟在しており，その上位にはシルト層及び
砂・シルト互層がほぼ水平に分布している。上部のシルト層が卓越する部分には，ほぼ同じ標高に火山灰
層（細粒ガラス質火山灰）が分布していることから，取水路及び貯留堰の支持地盤に断層は推定されない。

盛土・埋め戻し土

火山灰の分布層準
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4.2 第四紀層支持の施設（取水路及び貯留堰の地盤）

取水路及び貯留堰の断面位置図

西山層を不整合に覆う古安田層は，砂層及び礫層をレンズ状に挟在しており，その上位にはシルト層及び
砂・シルト互層がほぼ水平に分布している。上部のシルト層が卓越する部分には，ほぼ同じ標高に火山灰
層（細粒ガラス質火山灰）が分布していることから，取水路及び貯留堰の支持地盤に断層は推定されない。

盛土・埋め戻し土

火山灰の分布層準
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4.2 第四紀層支持の施設（取水路及び貯留堰の地盤）

取水路及び貯留堰の断面位置図

西山層を覆う古安田層は，砂層及び礫層をレンズ状に挟在して

おり，その上位にはシルト層及び砂・シルト互層がほぼ水平に

分布している。上部のシルト層が卓越する部分には，ほぼ同じ

標高に火山灰層（細粒ガラス質火山灰）が分布していることか

ら，取水路及び貯留堰の支持地盤に断層は推定されない。

盛土・埋め戻し土

火山灰の分布層準
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4.まとめ（耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造）

耐震重要施設及び重大事故等対処施設のうち，西山層に支持される施設については，地質調査

結果によると，西山層にみられる褶曲構造は少なくとも古安田層堆積終了以降の活動が認めら

れないこと，主要な断層の活動性については，試掘坑及び立坑調査などにより少なくとも古安

田層堆積終了以降の活動が認められないことから，施設下に将来活動する可能性のある断層等

はないと判断される。

第四紀層に支持される施設については，地質調査結果によると，支持地盤は西山層を被覆する

古安田層等からなり，これらの地層がほぼ水平に分布していることから，支持地盤に断層は推

定されず，施設下に将来活動する可能性のある断層等はないと判断される。
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まとめ（敷地の地質・地質構造）

ボーリング調査及び立坑調査等の結果によると，大湊側及び荒浜側の敷地に分布す

る原子炉施設設置位置付近の断層については，少なくとも古安田層堆積終了以降の

活動は認められず，将来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

ボーリング調査等の結果によると，耐震重要施設及び重大事故等対処施設の支持地

盤に断層は推定されず，施設下に将来活動する可能性のある断層等はないと判断さ

れる。
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